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教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２６条

の規定に基づき、教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検・評価を実施いたし

ました。

１ 点検及び評価項目

仁木町教育委員会の施策に関する事務事業のうち、平成３０年度における学校

教育所管１３項目、生涯学習所管２２項目及び学校給食所管３項目を点検及び評

価の対象としております。

２ 点検及び評価の方法

（１） 一次評価

教育委員会事務局により所管する事務事業の実施状況について、有効性等

の視点から点検・評価を実施いたしました。

（２） 二次評価

教育委員により一次評価を行った事務事業について、総合的に点検・評価

を実施し、今後の課題や取組の方向性を明確にいたしました。

（３） 学識経験者の所見の活用

教育委員会が行った教育委員会の活動状況や施策・事業等の実施状況につ

いての点検及び評価の客観性を確保するとともに、今後の取組に向けた活用

を図るため、教育に関し学識経験を有する方から点検評価に関する意見や助

言をいただきました。



３ 評価結果等

各項目の管理及び執行状況は、それぞれの取組の強弱はあるものの、概ね良好

に展開されていると判断いたしました。

しかしながら、経済・社会構造の変化や少子・高齢化、国際化・情報化の進展

など、教育を取り巻く環境がめまぐるしく変化する中にあって、教育委員会とし

て一層の効果的・効率的な執行が求められることから、その方向性を見極めなが

ら更に見直し、改善していくことが必要であります。

今後、本点検・評価の精度を高め、学識経験者のご意見やご助言を踏まえ、児

童生徒の健全育成はもとより、町民への生涯学習社会の更なる構築に努めてまい

ります。



第１章 教育に関する事務の管理及び執行状況
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○　教育委員会事務局の構成

(1)　事務局職員の配置状況

区　分 次 長 所 長 主 幹 係 長 係
嘱託・
臨時

パート
調理員 計

教育次長 １ 1

主　幹 1 １

総務学校
教育係

１ １ ４ ６

生涯学習係 (兼務１) ２
(兼務１)

２

学校給食
共同調理場

(兼務１) (兼務１) １ ５
(兼務２)

６

計 １ (兼務１) １
(兼務２)

1
４ ４ ５

(兼務３)
１６

　※　外国語指導助手（ＡＬＴ）は、総務学校教育係の嘱託に含める。

(2)　各係の主な業務

平成３０年４月１日　現在

係　名 主　な　業　務

総務学校教育係
規則等の制定、職員の人事、教育予算、教育財産の管理・教育施設、
学校職員の人事、児童・生徒の就学、転入学、保健、安全、教科書に
関する業務

生涯学習係
生涯学習の推進、社会教育団体の育成、社会教育施設の運営管理、文
化・芸術の普及、文化財、スポーツ行事の実施・奨励、スポーツ団体
の指導育成、社会体育施設の管理運営に関する業務

学校給食係 学校給食の献立・調理・配送及び経理に関する業務

1



○　学級編成と教職員配置数

（１）　小学校

学級 学級 学級 学級 学級 学級 学級 学級 人 人 人 人

1 1 1 1 1 1 6 3 13 1 1 1

1 1 4 2 9 1 1

2 2 1 2 1 2 10 5 22 2 2 1

（休職者も含む）

（２）　中学校

学級 学級 学級 学級 学級 人 人 人 人

1 1 1 3 9 1 1

1 1 1 3 2 13 1 1

2 2 2 6 2 22 2 2

（休職者も含む）

（３）　児童生徒数

116 人 121 人 5 人

43 人 32 人 △ 11 人

159 人 153 人 △ 6 人

61 人 62 人 1 人

23 人 25 人 2 人

84 人 87 人 3 人

243 人 240 人 △ 3 人

平成３０年５月１日　現在　［学校基本調査］

普　  通　  学　  級

仁木小学校

銀山小学校 1 1

計

平成３０年５月１日　現在　［学校基本調査］

普　  通　  学　  級

仁木中学校

銀山中学校

計

平成３０年５月１日　現在　［学校基本調査］

学　校　名 平成２９年度 平成３０年度 対前年比

仁木小学校 (4) (4) (2)

銀山小学校 (5) (5) △(1)

計 (9) (9) (1)

仁木中学校 (0) (0) △(1)

銀山中学校 (4) (4) (0)

計 (4) (4) △(1)

合　　計 (13) (13) (0)

（　）内の数は、特別支援学級児童生徒数の内数　　

学　校　名

特
別
支
援
学
級

校
長
・
教
諭

養
護
教
諭

事
務
職
員

栄
養
教
諭一

年
二
年

三
年

四
年

五
年

六
年

計

学　校　名

特
別
支
援
学
級

校
長
・
教
諭

養
護
教
諭

事
務
職
員

栄
養
教
諭

一
年

二
年

三
年

計
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総学－１ 教育委員会の概要 事業費決算額 1,569,549 円

（１） 教育委員会の概要

都道府県及び市町村等に置かれる行政委員会の一つで、首長から独立した合議制

の執行機関です。

仁木町教育委員会は、仁木町長が任命した４名の委員と、平成 27 年 10 月１日か

ら教育委員長と教育長が一本化された新「教育長」をもって構成し、教育、文化、

スポーツ、生涯学習など幅広い施策を展開します。

【委員名簿】

職 名 氏 名 職 業 任 期 備 考

教育長
（い わ い あ き お）

岩 井 秋 男
前教育次長

H30.10.1～Ｒ3.9.30（3年）
最初 H30.10.1 １期目

役職就任日 H30.10.1

委 員

（教育長職

務代理者）

（き む ら あ き お）

木 村 章 生
農 業

H25.3.26～H29.3.25
H29.3.26～Ｒ3.3.25
最初 H25.3.26 ２期目

役職就任日 Ｈ27.10.1

委 員
（せ き い ゆ き お）

関 井 之 生
農 業

H27.10.1～Ｒ1.9.30
最初 H27.10.1 １期目

委 員
（か と う ひ ろ こ）

加 藤 浩 子
無 職

H29.10.1～Ｒ3.9.30
最初 H29.10.1 １期目

委 員
（せ き み ゆ き）

関 み ゆ き
無 職

H30.10.1～Ｒ4.9.30
最初 H30.10.1 １期目

H30.10.1
就任

教育長
（かくや よしゆき）

角 谷 義 幸
前教育次長

H27.10.1～H30.9.30（3年）
最初 H24.10.1 ２期目

役職就任日 H24.10.1

H30.9.30
退任

委 員
（は た り ょ う こ）

端 涼 子
農 業

H26.10.1～H30.9.30
最初 H22.10.1 ２期目

H30.9.30
退任
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（２） 教育委員会の開催状況

回数 開催月日 協 議 内 容

１ ４月２７日 ・ 平成３０年度全国学力・学習状況調査に関する件

・ 区域外通学の承認に関する件

・ 仁木町学校給食配送車購入に関する件

・ 仁木町立学校管理規則の一部を改正する規則に関する件

・ 仁木町社会教育委員の委嘱に関する件

・ 仁木町学校給食運営委員会委員の委嘱に関する件

・ 仁木町学校給食献立原案検討・物資選定委員会委員の委嘱に関する

件

・ 当面する教育諸問題に関する件

２ ５月２２日 ・ 平成３０年度要保護及び準要保護児童生徒の認定に関する件

・ 平成２９年度余市郡仁木町一般会計補正予算（専決第２号）のうち、

教育費に関する件

・ 仁木町立学校における働き方改革アクション・プラン等の策定に関

する件

・ 仁木町子どもの読書活動推進計画の策定に関する件

・ 仁木町学校給食配送車購入に関する件

・ 仁木町立学校評議員の委嘱に関する件

・ 仁木町学校給食運営委員会委員の委嘱に関する件

・ 仁木町学校給食献立原案・物資選定委員会委員の委嘱に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

３ ６月 ６日 ・ 平成３０年度余市郡仁木町一般会計補正予算（第１号）のうち、教

育費に係る意見聴取に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

４ ７月３０日 ・ 区域外通学の承認に関する件

・ 平成３０年度いじめ問題の取組に関する件

・ 平成３０年度特別支援教育児童生徒就学奨励費支弁区分の認定に

関する件

・ 平成３０年第２回仁木町学校給食運営委員会に関する件

・ 触法行為「粗暴犯 生徒による教師への暴力行為」に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

５ ８月２１日 ・ 平成３０年度仁木町学校給食第１学期末監査に関する件

・ 外国語指導助手の任用に関する件

・ 平成３１年度に使用する小学校用教科用図書の採択に関する件

・ 平成３１年度に使用する中学校用教科用図書の採択に関する件

・ 平成３１年度に使用する小学校用「特別の教科 道徳」の教科用図

書の採択に関する件

・ 平成３１年度から使用する中学校用「特別の教科 道徳」の教科用

図書の採択に関する件
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・ 平成３１年度から使用する学校教育法附則第９条に規定する教科

用図書の採択に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

６ ９月 ４日 ・ 平成３０年度余市郡仁木町一般会計補正予算（専決第４号）のうち、

教育費に関する件

・ 平成３０年度全国学力・学習状況調査の調査結果に関する件

・ 平成３０年度余市郡仁木町一般会計補正予算（第２号）のうち、教

育費に係る意見聴取に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

７ ９月２７日

（臨時）

・ 平成３０年度余市郡仁木町一般会計補正予算（専決第６号）のうち、

教育費に関する件

・ 仁木町教育委員会職員の任免に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

８ １０月 １日

（臨時）

・ 仁木町教育委員会教育長職務代理者の指名に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

９ １０月２４日 ・ 平成３０年度要保護及び準要保護児童生徒の認定に関する件

・ 平成２９年度仁木町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執

行の状況の点検及び評価に関する件

・ 仁木町不登校等児童・生徒支援会議設置要綱の制定に関する件

・ 仁木町社会教育委員の委嘱に関する件

・ 仁木町学校給食運営委員会委員の委嘱に関する件

・ 仁木町学校給食献立原案検討・物資選定委員会委員の委嘱に関する

件

・ 当面する教育諸問題に関する件

１０ １１月２１日 ・ 区域外就学の承認に関する件

・ 平成３０年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果

報告書」への市町村別結果の掲載に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

１１ １２月１１日 ・ 平成３０年度余市郡仁木町一般会計補正予算（第３号）のうち、教

育費に係る意見聴取に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

１２ １月２３日 ・ 平成３０年度要保護及び準要保護児童生徒の認定に関する件

・ 区域外就学の承認に関する件

・ 平成３０年度いじめの問題の取組に関する件

・ 体罰に係る実態把握に関する件

・ 平成３０年度仁木町学校給食第２学期末監査に関する件

・ 平成３１年度全国学力・学習状況調査に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

１３ ２月２１日 ・ 区域外就学の承認に関する件

・ 平成３０年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の調査結果に関
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（３）教育長・教育委員の研修・視察状況

７月12日（木） 第 55 回北海道市町村教育委員研修会【札幌市】 １名出席

７月30日（月） 平成 30 年度第１回仁木町学校経営研修会【交流ﾎｰﾙ】 ５名出席

９月21日（金） 平成 30 年度市町村教育委員研究協議会【札幌市】 ４名出席

10 月24日（水） 平成 30 年度後志管内町村教育委員研修会【倶知安町】 ４名出席

11 月20日（火） 平成 30 年度北海道市町村教育委員会新任委員研修会

【札幌市】 １名出席

11 月21日（水） 平成 30 年度教育委員学校視察【各小・中学校】 ５名出席

１月23日（水） 平成 30 年度第２回仁木町学校経営研修会【交流ﾎｰﾙ】 ５名出席

（４）教育委員会の各種行事等への参加

する件

・ 平成３０年度余市郡仁木町一般会計補正予算（第４号）のうち、教

育費に係る意見聴取に関する件

・ 社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うた

めの消費税法の一部を改正する等の法律の施行に伴う関係条例の

整理に関する条例のうち、教育委員会所管に関する件

・ 平成３１年度仁木町教育行政執行方針に関する件

・ 平成３１年度余市郡仁木町一般会計予算のうち、教育費に係る意見

聴取に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

１４ ３月２２日 ・ 区域外就学の承認に関する件

・ 仁木町立小中学校一般教職員の人事異動に関する件

・ 平成３１年第１回仁木町学校給食運営委員会に関する件

・ 平成３１年第１回仁木町学校給食献立原案検討・物資選定委員会に

関する件

・ 仁木町学校教育振興補助金交付要綱の制定に関する件

・ 仁木町立学校教育情報セキュリティポリシーの制定に関する件

・ 仁木町立学校評議員の委嘱に関する件

・ 仁木町教育委員会委員の辞職に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

月 日 行 事 等 場 所 参加・出席委員

4月 2日
平成３０年度

町長訓示及び辞令交付式
町民センター 教育長

4月 3日
平成３０年度

転入教職員辞令交付式
町民センター 教育長、教育委員

4月 3日 平成３０年度仁木町校長会総会 役場 教育長
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4 月 3日 平成３０年度仁木町臨時校長会 役場 教育長

4月 6日 平成３０年度仁木小学校入学式 仁木小学校 教育長、教育委員

4月 6日 平成３０年度銀山小学校入学式 銀山小学校 教育委員

4月 6日 平成３０年度仁木中学校入学式 仁木中学校 教育長、教育委員

4月 9日 平成３０年度銀山中学校入学式 銀山中学校 教育長、教育委員

4月 9日
平成３０年度

北海道余市紅志高等学校入学式
余市紅志高等学校 教育長

4月 10 日
平成３０年度

北海道余市養護学校入学式
余市養護学校 教育長

4月 11 日
平成３０年度

仁木町教育研究会総会
銀山中学校 教育長

4月 11 日
平成３０年度

第６ブロック教育研究会総会
銀山中学校 教育長

4月 12 日
平成３０年度第１回後志管内市町

村教育委員会教育長会議
倶知安町 教育長

4月 12 日
後志町村教育委員会教育長部会

教育懇談会
倶知安町 教育長

4月 12 日
平成３０年度

後志管内公立小・中学校長会義
倶知安町 教育長

4月 12 日
後志町村教育委員会協議会教育長

部会第１回協議会（総会）
倶知安町 教育長

4月 15 日 仁木小学校全校参観日 仁木小学校 教育長

4月 16 日 仁木中学校第１回授業参観 仁木中学校 教育長

4月 18 日
仁木町議会総務経済常任委員会

所管事務調査
役場 教育長

4月 19 日
平成３０年度

仁木町林野火災予消防対策協議会
保健センター 教育長

4月 20 日 北海道芸術高等学校入学式 芸術高等学校 教育長

4月 20 日
平成３０年度仁木町特別支援教育

育成会定期総会
仁木小学校 教育長

4月 23 日 定例校長会 役場 教育長
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4 月 23 日 銀山中学校第１回授業参観 銀山中学校 教育長

4月 23 日
平成３０年度

仁木町ＰＴＡ連合会定期総会
仁木小学校 教育長

4月 24 日
平成３０年度

仁木町教頭会総会
役場 教育長

5月 2日
平成３０年度

第１８回仁木みらい塾総会
町民センター 教育長

5月 7日

平成３０年度仁木町の子どもを健

やかに育てる生徒指導連絡協議会

定期総会

仁木小学校 教育長

5月 8日 平成３０年度仁木町体育協会総会 保健センター 教育長

5月 9日
平成３０年度

仁木町スポーツ少年団本部総会
山村開発センター 教育長

5月 10 日

～11日

平成３０年度

北海道町村教育委員会連合会総会
札幌市 教育長

5月 11 日
平成３０年度第１回公立高等学校

配置計画地域別検討協議会
倶知安町 教育長

5月 11 日
平成３０年度

仁木町文化連盟総会
町民センター 教育長

5月 15 日
平成３０年度

後志町村教育委員会協議会役員会
倶知安町 教育長

5月 16 日
平成３０年度

第１回仁木町社会教育委員の会議
役場 教育長

5月 16 日
平成３０年度北後志特別支援連携

協議会教育長会議
余市町 教育長

5月 16 日
平成３０年度北後志言語障害児教

育連絡協議会教育長会議
余市町 教育長

５月 17日
平成３０年度仁木町コミュニティ

運動推進委員会総会
役場 教育長

5月 18 日
後志教育局小関義務教育指導監

学校訪問
仁木小学校 教育長

5月 20 日

第３７回町民スポーツ大会総合開

会式並びに平成２９年度スポーツ

表彰式

山村開発センター 教育長

5月 21 日 定例校長会 町民センター 教育長
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5 月 21 日
第４地区教科書採択教育委員会

協議会（第１回）
倶知安町 教育長

5月 21 日
平成３０年度

仁木町防犯協会総会
町民センター 教育長

5月 21 日 平成３０年度町内会長会議 町民センター 教育長

5月 21 日
平成３０年度後志公立文教施設整

備促進期成会総会
倶知安町 教育長

5月 21 日
平成３０年度後志町村教育委員会

協議会定期総会
倶知安町 教育長

5月 22 日
平成３０年度

市町村教育委員会訪問
役場 教育長

5月 23 日
後志教育局小関義務教育指導監

学校訪問

銀山中学校、

銀山小学校
教育長

5月 24 日 仁木町議会運営委員会 役場 教育長

5月 24 日
平成３０年

第１回仁木町議会臨時会
役場 教育長

5月 25 日 平成３０年度銀山地区三者交流会 レストラン「ふれあい」 教育長

5月 26 日 仁木小学校大運動会 仁木小学校 教育長、教育委員

5月 28 日
平成３０年度後志管内学校におけ

る働き方改革推進会議
倶知安町 教育長

5月 29 日
後志教育局小関義務教育指導監

学校訪問
仁木中学校 教育長

5月 30 日
平成３０年度

仁木町やすらぎ大学入学式
町民センター 教育長

5月 30 日
後志教育研修センター組合

第２回教育委員会
倶知安町 教育長

6月 1日
後志教育局指導主事学校教育指導

（第１期）

仁木小学校、

銀山小学校
教育長

6月 2日
平成３０年度

仁木中学校体育大会
仁木中学校 教育長、教育委員

6月 2日
平成３０年度

銀山中学校校内陸上記録会
銀山中学校 教育長、教育委員

6月 5日
平成３０年度仁木町小学校陸上競

技大会第１回運営委員会
役場 教育長
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6 月 8日
第６６回北海道公立文教施設整備

期成会定期総会
札幌市 教育長

6月 9日
平成３０年度

銀山小学校大運動会
銀山小学校 教育長、教育委員

6月 10 日
第３１回

然別地域レクリエーション大会
然別グラウンド 教育長

6月 11 日 仁木町議会全員協議会 役場 教育長

6月 11 日 仁木町議会運営委員会 役場 教育長

6月 12 日
第６８回「社会を明るくする運動」

北後志推進委員会
町民センター 教育長

6月 13 日
平成３０年度北後志租税教育推進

懇話会定期総会
余市町 教育長

6月 14 日
平成３０年度第１回

仁木町スポーツ推進委員の会議
役場 教育長

6月 15 日 平成３０年度北後志防犯協会総会 余市町 教育長

6月 17 日
平成３０年度

第８回大江地域連合大運動会

大江コミュニティセン

ター前グラウンド
教育長、教育委員

6月 19 日 定例校長会 役場 教育長

6月 19 日
後志町村教育長部会・後志小中学校

長会合同役員研修会
倶知安町 教育長

6月 20 日

～22日
仁木小学校学年別参観日 仁木小学校 教育長

6月 22 日
平成３０年

第２回仁木町議会定例会
役場 教育長

6月 23 日
銀山小学校第２回授業参観日

（学校公開）
銀山小学校 教育長

6月 24 日
ふるさとめぐり

（兼子ども体験塾第１回講座）
町内一円 教育長

6月 26 日
平成３０年度

第１回仁木町文化財保護審議会
役場 教育長

6月 26 日 北海道新聞余市支局長歓送迎会 余市町 教育長

6月 28 日
平成３０年

第２回仁木町学校給食運営員会
役場 教育長

6月 29 日
平成３０年度

仁木町小学校陸上競技大会
仁木小学校グラウンド 教育長
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7 月 2日 銀山中学校第２回授業参観 銀山中学校 教育長、教育委員

7月 4日
北海道余市紅志高等学校の在り方

を考える会
余市紅志高等学校 教育長

7月 4日 仁木中学校第２回授業参観 仁木中学校 教育長

7月 8日
第３５回

仁木町さくらんぼフェスティバル
フルーツパークにき 教育長

7月 8日 第３０回全道阿波踊り大会
フルーツパークにき、

町民センター
教育長

7月 9日
第６８回「社会を明るくする運動」

町村訪問車両パレード出発式
町民センター 教育長

7月 9日 中体連全道大会出場報告 役場 教育長

7月 10 日
第２回後志管内市町村教育委員会

教育長会議
倶知安町 教育長

7月 10 日
第６８回「社会を明るくする運動」

作文・標語北後志審査会
役場 教育長

7月 11 日
後志教育局次長・企画総務課長等

市町村訪問
役場 教育長

7月 13 日 小学生陸上全道大会出場報告 役場 教育長

7月 14 日
第１４回

さくらんぼ杯パークゴルフ大会

ふれあい遊トピア公園

パークゴルフ場
教育長

7月 15 日 第３５回大江学園花菖蒲まつり 大江学園前広場 教育長

7月 17 日 定例校長会 役場 教育長

7月 17 日
平成３０年度公立高等学校配置計

画地域別検討協議会（第２回）
倶知安町 教育長

7月 17 日
平成３０年度地域学習活動「地区学

級」企画推進会議
役場 教育長

7月 19 日
後志町村教育委員会協議会教育長

部会第３回協議会
倶知安町 教育長

7月 24 日
札幌協働福祉会主催

「福島プロジェクト」対面式
町民センター 教育長

7月 26 日
第４地区教科書採択教育委員会

協議会
倶知安町 教育長

7月 26 日
第６８回「社会を明るくする運動」

北後志住民集会
町民センター 教育長
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7 月 27 日

～8月 6日

仁木町子ども体験塾第２回講座

「どろんこ教室」
陶芸センター 教育長

7月 28 日 第２４回北後志消防大会
仁木小学校グラウンド、

町民センター
教育長

7月 28 日 第１２回ぎんざんマラニック 2018 銀山中学校 教育長

7月 31 日
第８５回ＮＨＫ全国学校音楽コン

クール 小樽・後志地区大会
小樽市 教育長

8月 3日
第４地区教科書採択教育委員会

協議会（第３回）
倶知安町 教育長

8月 4日
平成３１年度北海道公立学校教員

採用候補者選考検査
札幌市 教育長

8月 17 日
平成３０年度仁木町教職員互助会

レクリエーション大会、懇親会

山村開発センター、

水明閣「リバーハウス」
教育長、教育委員

8月 19 日
第７回後志地区協会対抗団体戦

パークゴルフ大会

ふれあい遊トピア公園

パークゴルフ場
教育長

8月 19 日
平成３０年度

仁木町職員採用試験第３次試験
役場 教育長

8月 22 日 定例校長会 役場 教育長

8月 23 日

～24日

平成３０年度後志町村教育委員会

協議会教育長部会夏季研修会
ニセコ町 教育長

8月 27 日
後志教育研修センター組合

第３回教育委員会
倶知安町 教育長

8月 29 日
第１７回

教育長杯パークゴルフ大会

ふれあい遊トピア公園

パークゴルフ場
教育長

8月 29 日 平成３０年度第１回定例監査 役場 教育長

8月 29 日 ふるさと学習「阿波踊り体験」参観 仁木小学校 教育長

9月 1日
平成３０年度北海道余市紅志高等

学校同窓会総会及び懇親会
余市町 教育長

9月 5日
平成２９年度余市郡仁木町各会計

決算審査
役場 教育長

9月 6日 臨時校長会 役場 教育長

9月 7日 平成３０年度銀山中学校強歩大会
ふれあい遊トピア公園

～銀山中学校
教育長

9月 10 日 仁木中学校第３回授業参観 仁木中学校 教育長
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9 月 11 日 仁木町議会運営委員会 役場 教育長

9月 11 日
東日本２部軟式野球後志大会

優勝報告
役場 教育長

9月 11 日
第６４回

仁木町少年・少女ソフトボール大会
仁木小学校グラウンド 教育長

9月 12 日
第５８回

後志特別支援学級児童生徒の集い
倶知安町 教育長

9月 13 日
立命館慶祥高等学校との地方創生

人材育成制度に関する協定調印式
役場 教育長

9月 13 日 職場体験学習発表会 銀山中学校 教育長

9月 13 日
仁木中学校陸上部全道大会

出場報告
役場 教育長

9月 14 日 平成３０年度仁木町敬老会 町民センター 教育長

9月 18 日 定例校長会 役場 教育長

9月 19 日 後志教育局原局長学校訪問
銀山小・中学校、

櫻ヶ丘学園
教育長

9月 19 日
平成３０年度

第２回仁木町社会教育委員の会議
役場 教育長

9月 20 日
文科省初等中等教育局による新教

育委員会制度ヒアリング
役場 教育長

9月 20 日
仁木町教育委員会事務点検評価

（平成２９年度事務・事業）
役場 教育長

9月 21 日 仁木小学校授業参観 仁木小学校 教育長

9月 23 日 第４８回ふれあい祭り 銀山学園 教育長

9月 24 日
仁木野球スポーツ少年団

育成会長杯少年野球大会

ふれあい遊トピア公園

野球場 他
教育長

9月 25 日
仁木町議会総務経済常任委員会

所管事務調査
役場 教育長

9月 25 日
平成３０年度後志小中学校長会北

ブロック研究交流会懇親会
余市町 教育長

9月 26 日
平成３０年

第３回仁木町議会定例会
役場 教育長

10 月 1日 教育長及び教育委員辞令交付式 役場 教育長、教育委員
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10 月 1日 教育委員会事務局職員辞令交付式 役場 教育長

10 月 1日

～2日
教育長就任挨拶回り 町内及び町外 教育長

10 月 3日
平成３０年度

第２回仁木町文化財保護審議会
役場、伊達市 教育長

10 月 3日
後志小中学校教頭会北ブロック

教育懇談会
積丹町 教育長

10 月 4日
第４回果実の里ペアマッチ

パークゴルフ大会

ふれあい遊トピア公園

パークゴルフ場
教育長

10 月 5日 平成３０年度就学時健診
町民センター、

保健センター
教育長

10 月 6日 平成３０年度仁木中学校学校祭 仁木中学校 教育長

10 月 6日 ２０１８年度銀中祭 銀山中学校 教育長

10 月 8日
第３７回町民スポーツ大会

「秋のハイキング大会」

山村開発センター前

広場
教育長

10 月 9日
後志管内公立小中学校教職員人事

推進会議
倶知安町 教育長

10 月 9日
後志管内市町村教育委員会教育長

会議
倶知安町 教育長

10 月 9日

～11日

平成２９年度各会計決算

特別委員会
役場 教育長

10月 10 日
平成３０年度

仁木町教育管理職・三者歓送迎会
余市町 教育長、教育委員

10月 12 日
「ゆたかな教育を目指す全道キャ

ラバン」訪問
役場 教育長

10月 13 日 平成３０年度銀山小学校学芸会 銀山小学校 教育長、教育委員

10月 16 日 定例校長会 役場 教育長

10月 17 日 第３８回後志中文連音楽祭 倶知安町 教育長

10月 18 日
平成３０年度後志教育局義務教育

指導監学校経営指導訪問

銀山小学校、

銀山中学校
教育長

10月 19 日
平成３０年度後志中学校

北後志ブロック弁論大会
余市町 教育長

10月 20 日 平成３０年度仁木小学校学芸会 仁木小学校 教育長、教育委員
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10 月 22 日 北海道原子力防災訓練 仁木町全域 教育長

10月 23 日
平成３０年度

後志管内小中学校長会研究大会
京極町 教育長

10月 23 日
平成３０年度第２回後志管内学校

における働き方改革推進会議
京極町 教育長

10月 23 日
仁木中学校２年生職場体験学習

「農業体験」まとめ発表会
仁木中学校 教育長

10月 24 日
平成３０年度後志管内町村教育委

員研修会並びに教育懇談会
倶知安町 次長代理出席

10月 24 日
第６１回仁木町小・中学校

音楽交歓会
町民センター 教育長、教育委員

10月 25 日 定例教頭会 役場 教育長

10月 25 日

～26日

北海道町村教育委員会連合会

教育長部会研修会
札幌市 教育長

10月 26 日 仁木町議会全員協議会 役場 教育長

10月 27 日

～28日
第５１回仁木町文化祭 町民センター、役場 教育長

10月 29 日

～11月1日

平成３１年度教職員人事異動に係

る教育長面談
町内小・中学校 教育長

10月 30 日
平成３０年度

後志中学校文化連盟英語暗唱大会
泊村 教育長

10月 31 日
平成３１年度

仁木町職員採用試験（初級）面接
役場 教育長

10月 31 日
下田涼音さんイトマン招待

水泳競技大会出場報告
役場 教育長

11 月 1日 平成３０年仁木町功績賞表彰式 町民センター 教育長

11 月 2日
会計年度任用職員制度に係る

職員研修
町民センター 教育長

11 月 6日 平成３０年度後志中文連弁論大会 留寿都村 教育長

11 月 6日 課長職等会議 役場 教育長

11 月 7日 銀山中学校参観日 銀山中学校 教育長

11 月 9日
平成３０年度後志教育局義務教育

指導監学校経営指導訪問

仁木小学校、

仁木中学校
教育長
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11 月 11 日 第４３回銀山地区文化祭 銀山小学校 教育長

11月 12 日 見積り合せ 役場 教育長

11月 14 日
義務教育担当指導主事

学校教育指導（学校訪問等）
仁木小学校 教育長

11月 15 日 表彰伝達式（読書クラブ兎の眼） 役場 教育長

11月 16 日
銀山・仁木地区グループホーム見学

会及びお祝い会
後志報恩会 教育長

11月 16 日 後志教育研究会音楽科研修会 赤井川中学校 教育長

11月 17 日

スポーツ少年団体力測定会（仁木町

子ども体験塾「自分の力を試してみ

よう！～体力測定会～」）

山村開発センター 教育長

11月 19 日 冬期安全運転合同研修会 町民センター 教育長

11月 21 日
義務教育担当指導主事

学校教育指導（学校訪問等）
仁木中学校 教育長

11月 21 日
日本ハムファイターズ応援大使

トークショー

銀山・仁木小学校、

町民センター
教育長

11月 22 日 定例校長会 役場 教育長

11月 22 日 政策調整会議 役場 教育長

11月 25 日
ＭＯＡ美術館小樽児童作品展

表彰式
小樽市 教育長

11月 26 日
平成３１年度当初教職員人事に係

る人事協議（後志教育局来庁）
役場 教育長

11月 26 日

～30日
仁木小学校学年別授業参観 仁木小学校 教育長

11月 26 日
１学年職場体験「福祉施設訪問」

まとめ発表会
仁木中学校 教育長

11月 27 日
にき果実とやすらぎの里大使

井口資仁氏来町
役場 教育長

11月 28 日
仁木みらい塾第２回講座

（仁木町ＰＴＡ連合会協賛事業）
町民センター 教育長

11月 29 日 銀山産米「ゆめぴりか」贈呈式 役場 教育長
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11 月 29 日
平成３０年度

北海道スポーツ少年団表彰伝達式
役場 教育長

11月 29 日 北後志教育長会議 余市町 教育長

11月 30 日
義務教育担当指導主事

学校教育指導（学校訪問等）
銀山中学校 教育長

12 月 1日
第２７回

仁木混声合唱団定期演奏会
町民センター 教育長

12 月 3日 銀山小学校授業参観 銀山小学校 教育長

12 月 4日
平成３１年度職員採用面接

（保健師）
役場 教育長

12 月 5日
義務教育担当指導主事

学校教育指導（学校訪問等）
銀山小学校 教育長

12 月 7日 余市紅志高等学校総合学習研修会 余市紅志高等学校 教育長

12 月 7日 議会運営委員会 役場 教育長

12 月 8日 大江地区クリスマスの集い 大江学園 教育長

12月 11 日
平成３０年

第１回仁木町総合教育会議
役場 教育長、教育委員

12月 11 日 仁木町教育懇親会 余市町 教育長、教育委員

12月 13 日 定例校長会 役場 教育長

12月 13 日 仁木町社会教育委員の会議 役場 教育長

12月 13 日
仁木町社会教育委員・仁木町スポー

ツ推進委員合同懇親会
余市町 教育長

12月 14 日
義務教育担当指導主事

学校教育指導（学校訪問）
仁木中学校 教育長

12月 15 日
子ども体験塾第７回講座「世界チャ

ンピオンに空手を習おう」
町民センター 教育長

12月 19 日
平成３０年

第４回仁木町議会定例会
役場 教育長

12月 20 日 仁木町議会議員会定例懇談会 余市町 教育長

12月 21 日 仁木町学校給食配送車納車 学校給食共同調理場前 教育長
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12 月 28 日 平成３０年仕事納め町長訓示 町民センター 教育長

12月 28 日
平成３０年

町民センター舞台納め式
町民センター 教育長

12月 29 日 仁木町民スキー場オープン 仁木町民スキー場 教育長

1月 5日
平成３１年

仁木消防団出初式及び表彰伝達式

仁木消防団拠点施設

前、町民センター
教育長

1月 7日 平成３１年仕事始め町長訓示 町民センター 教育長

1月 7日
平成３１年

町民センター舞台初め式
町民センター 教育長

1月 13 日 平成３１年仁木町成人式 町民センター 教育長、教育委員

1月 15 日 政策調整会議 役場 教育長

1月 18 日 議会基本条例にかかる説明会 役場 教育長

1月 19 日
仁木町子どものつどい・仁木町子ど

も体験塾第８回講座
町民センター 教育長

1月 21 日 定例校長会 役場 教育長

1月 21 日 仁木町議会全員協議会 役場 教育長

1月 21 日
平成３０年度

仁木町議会議員会主催懇談会
札幌市 教育長

1月 24 日
平成３０年度仁木町特別支援教育

連携協議会会議
役場 教育長

1月 26 日 小中学生お菓子作り教室 保健センター 教育長

1月 27 日 然別町内会「新年懇親会」 然別生活館 教育長

1月 28 日
平成３１年度当初小中学校教職員

人事協議（１回目）
倶知安町 教育長

1月 29 日
平成３１年度

仁木町陶芸愛好会総会
町民センター 教育長

2月 1日 議会全員協議会 役場 教育長

2月 2日
仁木町子ども体験塾「第９回講座三

世代交流ふれあい教室」
町民センター 教育長
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2 月 4日
平成３１年度

仁木中学校入学生入学説明会
仁木中学校 教育長

2月 5日

～7日
平成３０年度第２回定例監査 役場 教育長

2月 5日 仁木小学校ＰＴＡ研修会 仁木小学校 教育長

2月 5日 政策調整会議 役場 教育長

2月 6日
ふるさと教育・観光教育、

授業公開実践発表会
仁木小学校 教育長

2月 9日
第３７回

仁木町民スポーツスキー大会
仁木町民スキー場 教育長

2月 12 日
平成３１年度当初小中学校教職員

人事協議（２回目）
倶知安町 教育長

2月 13 日 定例校長会 役場 教育長

2月 13 日 滝上善市氏からの寄附受納 銀山 教育長

2月 14 日
平成３１年度

銀山女性の会定期総会
レストラン「ふれあい」 教育長

2月 15 日 財務行政懇話会 町民センター 教育長

2月 16 日 平成３０年度退職校長を囲む会 倶知安町 教育長

2月 17 日
仁木町若鮎太鼓郷土芸能保存会結

成３０周年お祝い会

大江コミュニティセン

ター
教育長

2月 18 日
地域おこし協力隊任用面接

（スクールサポートスタッフ）
役場 教育長

2月 18 日 銀山中学校授業参観 銀山中学校 教育長

2月 19 日
後志管内市町村教育委員会

教育長会議
倶知安町 教育長

2月 19 日
第４地区教科書採択教育委員会協

議会
倶知安町 教育長

2月 20 日
第１７回

教育長杯室内パークゴルフ大会
山村開発センター 教育長

2月 20 日

・21日

仁木小学校学年別授業参観日

（高学年・低学年）
仁木小学校 教育長

2月 22 日 育成会卒業と進級の集い 銀山中学校 教育長
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2 月 23 日

第２８回フルーツランドカップジ

ュニアジャイアントスラローム競

技大会

仁木町民スキー場 教育長

2月 24 日
第２０回

仁木町ゆっくり歩こうスキー大会
大江神社通り 教育長

2月 25 日
仁木小学校学年別授業参観日

（中学年）
仁木小学校 教育長

2月 26 日
平成３１年

第１回仁木町学校給食運営委員会
役場 教育長

2月 26 日
平成３１年第１回仁木町学校給食

献立原案検討・物資選定委員会
役場 教育長

2月 27 日
特別支援教育育成会

第２回役員研修会
銀山中学校 教育長

2月 28 日 仁木町議会運営委員会 役場 教育長

3月 1日
北海道余市紅志高等学校

第８回卒業証書授与式
余市紅志高等学校 教育長

3月 1日 銀山小学校授業参観 銀山小学校 教育長

3月 3日 仁木町民スキー場クローズ 仁木町民スキー場 教育長

3月 4日 会計年度任用職員にかかる研修会 町民センター 教育長

3月 5日 平成３０年度仁木町女性のつどい 町民センター 教育長

3月 6日
平成３０年度

仁木町やすらぎ大学修了式
町民センター 教育長

3月 7日 定例校長会 役場 教育長

3月 8日 平成３１年度教職員人事異動内示 町内小・中学校 教育長

3月 8日

～19日

平成３１年

第１回仁木町議会定例会
役場 教育長

3月 9日
仁木フルーツ合唱団

スプリングコンサート
町民センター 教育長

3月 10 日
平成３１年度

第４２回阿波踊り仁木連総会
いきいき８８ 教育長

3月 11 日

～14日

平成３１年度

各会計予算特別委員会
役場 教育長
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3 月 15 日 第７２回卒業証書授与式 仁木中学校 教育委員

3月 15 日 第７２回卒業証書授与式 銀山中学校 教育長、教育委員

3月 16 日 仁木町教育三者送別会 余市町 教育長、教育委員

3月 17 日
仁木町子ども体験塾

「第１０回講座親子料理教室」
保健センター 教育長

3月 18 日 仁木中学校授業参観 仁木中学校 教育長

3月 18 日 各学校長人事評価に係る期末面談 町内小・中学校 教育長

3月 20 日 第７２回卒業証書授与式 仁木小学校 教育長、教育委員

3月 20 日 人事評価に係る打合せ会議 役場 教育長

3月 20 日 仁木町議会議員会定例懇談会 余市町 教育長

3月 21 日 第７２回卒業証書授与式 銀山小学校 教育長、教育委員

3月 21 日
仁木みらい塾特別講座

「昭和のうた コンサート」
町民センター 教育長

3月 25 日 学校給食パート調理員採用面接 役場 教育長

3月 25 日
平成３０年度

人事評価に伴う期末面談
役場 教育長

3月 27 日 仁木町議会総務経済常任委員会 役場 教育長

3月 27 日

・28日
退職教職員辞令交付 仁木中学校、役場 教育長

3月 29 日 見積合せ 役場 教育長

3月 30 日
平成３１年度仁木町若鮎太鼓郷土

芸能保存会定期総会
余市町 教育長



事業費決算額 2,394,060円

区　分 30年度対象者 計

補助人数 56人 56人

補助金額 2,394,060円 2,394,060円

 

事業費決算額 624,240円

住宅戸数 16戸 仁木小５、銀山小２、仁木中４、銀山中５

維持補修費 624,240円 修繕費624,240円

貸付収入 4,030,656円 小学校1,543,939円、中学校2,486,717円

学 校 名 日　数 利用者数

銀山中学校 66日 705人

学 校 名 日　数 利用者数

仁木小学校 4日 365人

銀山中学校 6日 219人

22,060円

総学－２　高校通費学費補助事業

総学－３　教職員住宅管理事業

総学－４　学校施設利用事業

（１）学校施設開放

種　　　目

ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ

（２）学校施設利用

利用目的

野球

野球、ﾏﾗﾆｯｸ、剣道

（３）施設使用料
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総学－５　教職員研修事業

 

総学－６　図書・教材備品購入事業

総学－７　校外学習事業

（１）　実施状況

日数

1

1

18

1

2

事業費決算額 867,700円

区　　　　　　　　　　分 補助金額

仁木町教育研究会補助金 281,000円

仁木町校長会補助金 80,000円

仁木町教頭会補助金 50,000円

後志教育研修センター組合負担金 456,700円

合　計 867,700円

事業費決算額 991,257円

区　　分 図　　書 教　　材 合　　計

仁木小学校 180,469円 99,576円 280,045円

銀山小学校 170,859円 166,653円 337,512円

小学校計 351,328円 266,229円 617,557円

仁木中学校 113,254円 0円 113,254円

銀山中学校 223,060円 37,386円 260,446円

中学校計 336,314円 37,386円 373,700円

合　　計 687,642円 303,615円 991,257円

事業費決算額 2,570,854円

実　施　事　業 学　校　区　分 金　　　額

音楽交歓会 小中学校 111,200円

町内合同社会科見学 小学校（３・４年） 122,040円

スキー授業 小中学校 708,480円

強歩大会 銀山中学校 36,720円

芸術文化にふれる事業 中学校（２年） 57,000円

合　計 1,035,440円

２３



（２）　校外学習補助金・負担金

総学－８　総合的な学習事業

総学－９　通学バス運行事業

（１）　通学バス運行委託 イナホ観光㈱

（２）　運行状況

２台運行

１台運行

名　　　　　　　　　称　　 金　　　額

道・後へき地複式教育負担金 56,500円

後志中学校体育連盟負担金 54,000円

後志中学校文化連盟負担金 11,400円

北地区中学校体育連盟負担金 6,000円

後志中体連・中文連参加補助金 947,474円

全道全国中体連・中文連参加補助金 460,040円

合　計 1,535,414円

事業費決算額 255,550円

区　　分 事　業　費 対象学年 テーマ・教育活動

仁木小学校 114,640円 ２～６年

地域の良さを知る学習・
ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄの様子等
町内めぐり（石碑・歌碑見学）
ふるさと学習（トマト収穫等）

銀山小学校 7,350円 １～６年
町の様子や良さを知る学習・
ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄの様子等

仁木中学校 126,360円 １～３年 講演・職業体験等

銀山中学校 7,200円 １～３年 職業体験

計 255,550円

事業費決算額 14,254,493円

区　　分 登　校 下　校 計 委　託　料

仁木小学校 214回 192回 406回 9,167,693円

銀山小学校 219回 208回 427回 5,086,800円

合　計 433回 400回 833回 14,254,493円

２４



総学－10　就学援助・特別支援教育就学奨励事業

（１）　要保護・準要保護児童生徒に対する就学援助

（２）　特別支援学級児童生徒に対する就学援助

（３）　遠距離通学費

総学－11　特別支援教育推進事業

事業費決算額 4,872,382円

(単位：千円)

要・準 学用品費 校外活動費 新入学 体育実技 PTA会費

区　分 児童 給食費 児童生徒 医療費 生徒会費 通学費 合　計

生徒数 通学用品費 修学旅行費 学用品費 用具費 ｸﾗﾌﾞ活動費

小学校 29人 345 1,348 197 98 0 206 75 0 2,269 

中学校 17人 408 1,002 510 0 0 176 104 71 2,271 

H30新入学 3人 0 0 0 172 0 0 0 0 172 

合計 46人 753 2,350 707 270 0 382 179 71 4,712 

※要・準児童生徒数の合計については、認定済みのＨ３０新入学の人数を引いています。

(単位：千円)

特別支援 学用品費 校外活動費 新入学 体育実技 交流学習

区　分 学級児童 通学用品費 給食費 児童生徒 通学費 合　計

生徒数 校外活動費 修学旅行費 学用品費 用具費 交通費

小学校 11人 20 76 3 0 0 0 56 155 

中学校 0人 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 11人 20 76 3 0 0 0 56 155 

(単位：千円)

区  分 児童生徒数 通　学　費

小学校 0人 0 

中学校 3人 92 

合計 3人 92 

事業費決算額 6,392,063円

学　校　名 配置人数

仁木小学校 2名

銀山小学校 2名

仁木中学校 1名

銀山中学校 1名

教育委員会 2名

合　計 8名

２５



総学－12　創意工夫した教育活動事業

・

・

・

・

・

・

・

・

総学－１3　開かれた学校づくり事業

　学校評議員

事業費決算額 3,897,600円

学　校　名 活　　　動　　　内　　　容

全国学力・学習状況調査やＣＲＴ検査等の結果を分析して課題を明確にし、重
点単元を設定するなど教育課程の改善に努める。

１０分間の朝学習を設定することにより、自主的に学習に取組む姿勢を身に着
けさせる。
少人数化、教科の特性を考慮し、音楽、体育については同内容・異程度学習
を実施する。

体力づくりを日課表に組み入れ、縄跳び活動を実施しており、体力づくりの充
実を図っている。
主体的な学習の仕方を身に付けさせ、学ぶことの楽しさや成就感を体得させる
ために、体験的な活動や問題解決的な学習を重視する。

学校として直面する教育課題（思いやり、協力する心の育成、モラルやマナー
の向上、ルールを守る規範意識の育成等）に全教職員であたる。
社会性を身に付けるとともに、職業観を育てるために全学年において職場体
験・訪問学習を実施し、３年間の積み重ねをもった指導にあたる。

ＰＣや電子黒板を利用できる体制を整え、教科や総合的な学習の時間などの
授業において積極的に活用する。

事業費決算額 103,921円

学　校　名 評　議　員 評議員会開催

仁木小学校 4名 3回

銀山小学校 3名 2回

仁木中学校 3名 3回

銀山中学校 3名 3回

合　計 13名 11回

仁木小学校

銀山小学校

仁木中学校

銀山中学校

２６



内訳　一般会計分
給食食材分

 
　＜小学校＞

学校名 年額（円） 単価（円）
年間給食

回数

月額 5,268 円 × 2 回

月額 5,280 円 × 8 回

銀山小学校 月額 4,398 円 × 12 回 191 

赤井川小学校 月額 4,398 円 × 12 回 192 

都小学校 月額 4,398 円 × 12 回 191 

　＜中学校＞

学校名 年額（円） 単価（円）
年間給食

回数

月額 6,094 円 × 2 回

月額 6,092 円 × 8 回

銀山中学校 月額 5,077 円 × 12 回 192 

赤井川中学校 月額 5,077 円 × 12 回 192 

（３）　事業費一般会計分のうち赤井川村負担額　　

（８）　学校給食調理員の資質向上並びに食品衛生管理の徹底を期するために、視察・研修や学校給食
（８）調理員研修会に参加している。

学給－１　学校給食センター運営事業 事業費決算額 58,855,436円
34,802,422円
24,053,014円

（１）　学校給食費

学年 備考（徴収回数）

学年 備考（徴収回数）

（２）　学校給食共同調理場会計決算額
　　　　　収 　　入　　額 24,230,338円

支 　　出　　額 24,053,014円
次年度繰越金 177,324円

12,744,600円

（４）　給食施設　：　仁木町学校給食共同調理場

（５）　施設の稼働日数　：　平成30年度　204日

（６）　献立　：　共同献立による
　　・　給食用牛乳（一人１パック、200ｃｃ）週 5回

　　・　給食用パン　　　週 1回
　　・　給食用米飯　　　週 3回
　　・　給食用麺類　　　週 1回

（７）　栄養教諭の勤務態様　
（７）　仁木小学校に１名（共同調理場勤務）を配置し、全学校の献立を作成し栄養指導にあたっている。

（８）　給食調理員研修

　　・　平成30年度第35回後志管内学校給食調理員等研修会　（7/30　倶知安町　５名参加）

仁木小学校

1～6年 52,776 272.04 

191 

仁木中学校

1～3年 60,924 314.04 

192 

２７



（９）　仁木町学校給食運営委員会

　　・ 学校給食運営委員　任期　平成２９年４月１日～平成３１年３月３１日
委員長 嶋　田　　　茂 委　員 林　　　幸　治
委　員 佐々木　和　之（～H30.5.21） 委　員 瀧　澤　祐　司
委　員 髙　木　康　行 委　員 渡　辺　和　之（H30.4.27～H30.10.22）
委　員 友　行　大　吾（～H30.4.26） 委　員 中　村　雅　志（H30.5.22～）
委　員 荒　木　俊　行 委　員 工　藤　義　見（H30.10.23～）
委　員 間　山　美　和

・ 学校給食運営委員会の開催

・仁木町学校給食運営委員会監事の互選について

・平成29年度仁木町学校給食共同調理場会計決算について

・平成29年度仁木町学校給食共同調理場会計監査報告について

・平成30年度仁木町学校給食共同調理場会計補正予算について

・平成29年度受託負担金決算について

・平成31年度仁木町学校給食共同調理場会計収支予算(案)について

・ 仁木町学校給食献立原案検討・物資選定委員会委員 任期　平成２９年４月１日～平成３１年３月３１日
委員長 嶋　田　　　茂 委　員 林　　　幸　治
委　員 佐々木　和　之（～H30.5.21） 委　員 瀧　澤　祐　司
委　員 髙　木　康　行 委　員 渡　辺　和　之（H30.4.27～H30.10.22）
委　員 友　行　大　吾（～H30.4.26） 委　員 中　村　雅　志（H30.5.22～）
委　員 荒　木　俊　行 委　員 工　藤　義　見（H30.10.23～）
委　員 間　山　美　和 委　員 佐　藤　　　忍

・ 仁木町学校給食献立原案検討・物資選定委員会の開催

・平成31年度学校給食の献立計画について
・平成31年度学校給食用物資選定について

　　 　学校給食共同調理場の円滑な運営を図るため、調理場の管理・運営に関する教育委員会の諮問に対
　　する答申、調理場の管理・運営に関する教育委員会への具申、給食負担金に係る予算の審議及び決算
　　の認定等を行っている。

開催月日 協　議　内　容 開催場所 出席人数

･平成31年度学校給食費について

(10)　仁木町学校給食献立原案検討・物資選定委員会
(10)　仁木町学校給食共同調理場における給食献立の充実と向上、及び給食用物資の選定にあたり適正
　　かつ円滑に推進するための協議を行っている。

開催月日 協　議　内　容 開催場所 出席人数

平成30年
6月28日

役場会議室 9名

平成31年
2月26日

役場会議室 9名

平成31年
2月26日

役場会議室 9名

２８



事業費決算額

（1）　事業の目的
（1）　平成28年度に創設した本事業は、「仁木町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略」に基
（1）づき、保護者の経済的負担を軽減することにより子育て支援を推進するため、学校給食費に関す
　　る費用について補助金を交付する。
　　　なお、本事業は「仁木町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略」の計画期間である令和
　　元年度まで継続する。

（2）　補助対象者
（2）　仁木町内に住所を有する児童及び生徒が２人以上いる保護者
（2）　（ただし、給食費の滞納がなく、町税等に未納がない場合に限る。）

（3）　補助金の額
（2）　２人目の児童生徒　・・・　給食費に係る対象者の負担額の２分の１以内
（2）　３人目以降の児童生徒　・・・　給食費に係る対象者の負担額の１０分の１０以内
（2）　交付申請　年２回（１０月・３月）
　

学給－３　学校給食配送車購入事業 事業費決算額

（1）　事業の目的
　　　 現有車両は、購入後16年が経過し経年劣化に伴うボディの腐食などが進行しており、配送業務
　　及び衛生面に支障が生じることから新規車両を購入するものである。
　　　 なお、新規購入車両には町のイメージキャラクターである「ニキボー」及び赤井川村イメージキャ
　　ラクターである「あかりん」を装飾（ラッピング）し、より親しみのある給食配送車とすることを目的とす
　　る。

（2）　事業費の内訳
・自動車損害保険料
・装飾（ラッピング）委託料
・給食配送車2台
・自動車重量税

計

（3）　事業費に係る財源内訳
・赤井川村負担金
・旧車両売払代金
・地方債（過疎対策事業債）
・一般財源

計

学給－２　学校給食費補助事業 1,334,810円

上期補助金決定者（保護者） 43名 下期補助金決定者（保護者） 42名

2人目児童 38名 585,660円 2人目児童 38名 395,694円

3人目児童 4名 145,436円 3人目児童 3名 59,277円

2人目生徒 5名 102,837円 2人目生徒 4名 45,906円

計 47名 833,933円 計 45名 500,877円

12,172,778円

60,920円
863,784円

11,182,474円
65,600円

12,172,778円

6,053,600円
300,000円

5,200,000円
619,178円

12,172,778円

２９



円

(1) 定数　５名

会　長　丸谷　健二      委　員　野村　広司

副会長  田中　英昭      委　員　本間美津雄

委　員　服部　睦子

(2) 任期 平成30年４月１日～令和２年３月31日

(3) 審議会開催状況

(4)

番号

１

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

生涯－１ 文化財保護審議会の開催状況 事業費決算額 49,817

開催月日 報告及び協議事項 開催場所 出席者数

６月26日
（火）

・経過報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・仁木町文化財の現状と課題について
・平成30年度町外視察研修の実施について　　　　　　　　　　　　　　　　　
・「ふるさと百選」の選定候補について

役場会議室 ４名

10月３日
(水)

・経過報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・仁木町文化財の現状と課題について
・平成30年度町外文化祭視察研修の実施について
・「ふるさと百選」の選定候補について　　
※閉会後、町外文化財視察研修（伊達市周辺）

役場会議室 ５名

３月４日
(月）

・経過報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・仁木町文化財の現状と課題について　　　　　　　　　　
・「ふるさと百選」の選定候補について

役場会議室 ５名

指定文化財一覧

名　　　　称 所在地 所　有 指定年月日

開拓起源（古文書） 西町１丁目36番地１ 仁木町 H3.4.23

仁木村開祖者

  仁木竹吉翁遺稿（古文書）

毛利家開墾事務所

　明治15年第２年報草稿（古文書）

大江村地史（古文書） 西町１丁目36番地１ 教育委員会 H3.4.23

大江神社旧神殿（建造物） 大江２丁目445番地１ 大江神社 H4.12.3

仁木神社境内の欅（望郷樹） 南町２丁目14番地 仁木神社 H4.12.3

大江神社境内の赤松群（望郷樹） 大江２丁目445番地１ 大江神社 H4.12.3

無量寿寺境内の黒松（望郷樹） 北町１丁目57番地 無量寿寺 H4.12.3

無量寿寺境内の公孫樹（望郷樹） 北町１丁目57番地 無量寿寺 H4.12.3

仁玄寺境内の欅（望郷樹） 西町７丁目１番地 仁玄寺 H4.12.3

山川瀧五郎氏記念碑（石碑） 銀山１丁目394番地２ 女代神社 H4.12.3

仁木村開祖の碑（石碑） 南町２丁目14番地 仁木神社 H7.10.3

大江開祖　粟谷貞一碑（石碑） 大江２丁目445番地１ 大江神社 H13.2.1

開祖　久保勘次郎翁之碑（石碑） 尾根内375番地１ 尾根内神社 H13.2.1

鈴木駛郎翁頌徳碑（石碑） 尾根内375番地１ 尾根内神社 H13.2.1

女代神社境内の三幹杉（望郷樹） 銀山１丁目411番地 女代神社 H13.2.1

長老「祝」りんご樹（果樹）　　 北町２丁目35番地 杢保氏 H17.4.22

淨宣寺境内の公孫樹（望郷樹） 銀山３丁目122番地 淨宣寺 H19.11.8

大江神社鳥居の掲額（彫刻） 大江２丁目445番地１ 大江神社 H21.4.16

２ 西町１丁目36番地１ 仁木町 H3.4.23

３ 西町１丁目36番地１ 教育委員会 H3.4.23
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円

(1) 稲穂峠国道地先　松浦武四郎歌碑・島義勇詩碑のある国有林野（1,743㎡）借上契約

(2) 北海道文化財保護協会（道内文化財に関する情報提供、研修会開催等を実施）への加盟

円

(1) 定数 10名

委 員 長　加藤美佐子 　委  　員　坂東　秀悦

副委員長  鶴田　欣吾 　委  　員　田中　英昭

　 委  　員　三上　　勲 　委  　員　山下　和也

委  　員  大洞　和子

委  　員　大久保俊哉

委  　員　那須　　勝

委  　員　中村　寿樹

(2) 任期 平成30年11月１日～令和２年10月31日

(3) 会議開催状況

(4) 会議・研修

生涯－２ 文化財保護運営事業 事業費決算額 12,500

生涯－３ 社会教育委員運営事業 事業費決算額 165,093

開催月日 報告及び協議事項 開催場所 出席者数

５月16日
(水)

・社会教育事業経過について
・平成30年度社会教育事業の推進について
・仁木町子どもの読書活動推進計画の策定について
・平成30年度社会教育委員の研修等について
・今後の行事予定について

役場会議室 ９名

９月19日
（水）

・社会教育事業経過について
・平成30年度社会教育委員の研修等について
・今後の行事予定について

役場会議室 ８名

12月13日
（木）

・社会教育事業経過について
・平成31年仁木町成人式について
・平成31年度社会教育委員の研修等について
・今後の行事予定について

役場会議室 ８名

３月６日
（水）

・社会教育事業経過について
・平成31年仁木町成人式開催結果について
・平成31年度生涯学習係関係予算（予定）について　　　
・平成31年度社会教育委員の研修等について
・社会教育団体認定について　　　　　　　
・今後の行事予定について

役場会議室 ７名

４月17日（火） 後志管内社会教育委員連絡協議会定期総会【余市町】 ３名出席
10月12日（金）
  ～13日（土）
12月６日（木） 後志管内社会教育委員正副委員長研修会【共和町】 ２名出席

第58回北海道社会教育研究大会兼全国社会教育委員連合北海道ブ
ロック大会【留寿都村】

６名出席
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円

(1) 町民センター利用状況

件数 件数 人数 件数 件数 人数 件数 人数

４ 25 9 15 75 28 8 104 3 38

５ 27 14 17 103 33 3 28 3 51

６ 26 18 14 71 25 5 36 0 0

７ 26 14 12 57 26 6 81 6 86

８ 27 10 15 62 23 3 14 2 202

９ 26 12 13 63 26 7 39 3 61

10 26 18 20 117 31 5 134 6 187

11 26 15 15 53 29 1 3 1 4

12 25 9 11 43 16 4 102 3 46

１ 23 14 13 49 24 3 33 4 53

２ 24 16 19 74 32 5 32 3 17

３ 27 11 12 94 31 5 51 4 63

計 308 160 176 861 324 55 657 38 808

(2) 円

※減免額 ～ 100％減 円 円

(3) 円

円

円

円

円

少年教育事業 円

(1) 仁木町の子どもを健やかに育てる生徒指導連絡協議会

18名　

小・中学校、にき保育園、大江・銀山保育所、仁木・銀山駐在所、

　　　 人権擁護委員、教育委員会

○会議開催状況

生涯－４ 町民センター管理運営事業 事業費決算額 4,475,076

多目的文化ホール 和　室

ホール・ステージ 控　室 和室１ 和室２

人数 人数

420 748 1,385

320 810 1,312

418 615 1,140

1,014 635 1,873

656 750 1,684

643 621 1,427

1,242 1,304 2,984

815 688 1,563

478 401 1,070

635 508 1,278

392 654 1,169

918 659 1,785

7,951 8,393 18,670

収入額 351,977 

3,902,600 90％減 1,581,340

委託料 ○町民センター管理運営委託料（仁木町高齢者事業団） 3,113,640

○舞台吊物装置保守点検業務 324,000

○調光装置・照明器具保守点検業務 313,200

○電動式移動観覧席保守点検業務 426,600

委託料合計 4,177,440

生涯－５ 事業費決算額 268,652

○定数　

○構成　

開催月日 報告及び協議事項 開催場所 出席者数

５月７日
（月）

【定期総会】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
・報告事項の承認について　　　　　　　　　　　　　　
・平成30年度の活動方針について
・役員選出について

仁木小学校 15名

月
開館
日数

交流ホール
利用人数
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(2) 仁木町子ども体験塾

６月12日
（火）

【連絡会議】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・「楽しい夏休みに」について
・情報交換（問題事例、事故報告等）　　　　　　　　　　
・夏休みの生活指導・巡回指導について　　　　　　　　　
・ブロック研修会・交流の推進について

仁木中学校 13名

11月13日
（火）

【連絡会議】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・「楽しい冬休みに」について
・情報交換（問題事例、事故報告等）　　　　　　　　　　
・平成31年度の開催日程について

仁木中学校 11名

２月26日
（火）

【連絡会議】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・総会議案の審議について
・平成31年度の開催日程について情報交換　　　　　　　　　　
・情報交換（問題事例、事故報告等）

仁木中学校 10名

開催月日 事業内容 開催場所 参加者数

６月24日
（日）

【第１回講座「ふるさとを散策しよう！」】
・講師：元町史編纂室研究調査員 駒木根恵蔵 氏　　　　　　　　　　　　　　
・内容：町内施設、石碑、歌碑等町指定文化財の見学

町内一円 ７名

７月27日
（金）

～８月６日
（月）

【第２回講座「どろんこ教室」】
・講師：仁木町陶芸愛好会
・内容：陶芸教室

陶芸セ　
ンター

28名

８月11日
（土・祝）

【第３回講座「夏の体力測定会」】
・共催：仁木町スポーツ少年団本部、北海道教育委員会　　　　　　　　　　　　
・協力：銀山地区地域総合型スポーツクラブ
・内容：体力測定、夕食、スポーツ交流、ホタル鑑賞、花火

銀山小学校　　　　　
銀山武道館

36名

10月８日
（月・祝）

【第５回講座「秋のハイキング大会」】
・共催：仁木町体育協会
・内容：フルーツパークにきへのハイキング

山村開発
センター

38名

11月17日
（土）

【第６回講座「自分の力を試してみよう！～体力測定会～」】
・共催：仁木町スポーツ少年団本部、北海道教育委員会
・内容：体力測定、スポーツ交流

山村開発
センター

60名

12月15日
（土）

【第７回講座「世界チャンピオンに空手を習おう！」】
・講師：全日本ナショナルチーム 岩本衣美里 氏
・内容：体幹トレーニング、基礎練習

町民セ　
ンター

12名

１月19日
（土）

【第８回講座「冬休みかるた大会とアニメ上映会」】
・共催：仁木町子ども会育成連絡協議会
・内容：百人一首（下の句かるた）、アニメ鑑賞

町民セ　
ンター

21名

２月２日
（土）

【第９回講座「三世代交流ふれあい教室」】
・共催：仁木町子ども会育成連絡協議会、仁木地区学級　　　　　
・協力：仁木町老人クラブ連合会　　　　　　　　　　　　　　　
・内容：昔の遊び、ペットボトルボウリング、仁木町ジャンボかるた

町民セ　
ンター

９名

３月17日
（日）

【第10回講座「親子料理教室」】
・協力：子ども劇場サークル「チェリー」　　　　　　　
・内容：ピザ作り

保健セ　
ンター

12名
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(3) 仁木町ふるさとめぐり（兼仁木町子ども体験塾第１回講座「ふるさとを散策しよう！」）

○実施日　　

○場　所　　　　　町内一円（町内施設、石碑、歌碑等町指定文化財の見学）　

○参加者 14名 　

(4) 「社会を明るくする運動」の推進（標語・作文仁木町審査会）

○実施日

○審査員

○作品数

(5) 青少年の体験活動推進事業「ジュニアリーダーコース（Hokkaido）」への派遣

○北海道立青少年体験活動支援施設主催事業に中学生（銀山中学校）を派遣

○実施日

○場　所 北海道立青少年体験活動支援施設ネイパル森

○その他

(6)

○実施日 ８月18日（土）

○場　所 仁木町民センター・交流ホール

○講　師 いけばな愛好会

○参加者 ７名

(7) 秋の子ども生け花教室

○実施日 10月26日（金）

○場　所 保健センター健康学習室・健康相談室

○講　師 いけばな愛好会

○参加者 15名

○その他 作品は仁木町文化祭に出展

(8) 小中学生お菓子作り教室

○実施日　　

○場　所　　　　　保健センター（栄養指導室・健康相談室・健康学習室）

○講　師 株式会社もりもと

○内　容 お菓子作り教室（和菓子作り）

○参加者 25名 　

(9) 地域子ども会育成事業

○補助金額 110,000円（仁木町子ども会育成連絡協議会）

○単会数 ３団体（中央１、中央５、銀山）

○仁木町子ども会育成連絡協議会活動内容

・ 仁木町子どものつどい、三世代交流ふれあい教室の開催

・ 各単会への運営助成

６月24日（日）

６月29日（金）

７名（副町長、校長会長、教頭会長、町教研国語部会員、教育長、学力向上支援員２名）

標語：小学校104点、中学校87点　作文：小学生２点

８月１日（水）～３日（金）

派遣中学生は仁木、銀山隔年で選出

夏の子ども生け花教室

１月26日（土）
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円

(1) 平成31年仁木町成人式

１月13日（日）

町民センター・多目的文化ホール及び交流ホール

○日　程 式典13:30～　交流会15:20～

○参加者 新成人18名、来賓32名

○内　容 ・式　典 開式のことば

国歌斉唱

新成人紹介

式　辞

新成人代表宣誓

記念品贈呈

お祝いのことば

祝電披露

アトラクション

　若鮎太鼓郷土芸能保存会

　仁木フルーツ合唱団

お礼のことば

閉式のことば

記念撮影

・交流会 料理の提供

　子ども劇場サークル「チェリー」

卓上花（及び式典会場壇上花）の提供

　いけばな愛好会

(2) 新成人参加者推移

生涯－６ 成人式事業 事業費決算額 230,206

○実施日

○場　所

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

男 15名 12名 12名 12名 17名 14名

女 14名 15名 7名 13名 10名 4名

計 29名 27名 19名 25名 27名 18名

全対象者 56名 60名 35名 42名 48名 36名
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成人一般教育事業 円

(1) 仁木町ＰＴＡ連合会（事務局：Ｈ30仁木中学校）【補助金額100,000円】

○主な活動

　４月23日（月）　平成30年度仁木町ＰＴＡ連合会総会（仁木小学校）

　５月９日（水）　平成30年度後志ＰＴＡ連合会総会（余市町）

　９月２日（日）　第66回後志ＰＴＡ研究大会（共和町）

　11月10日（土）  第15回仁木町ＰＴＡ連合会レクリエーション大会（仁木中学校）

　11月18日（日）  第29回後志ＰＴＡ母親研修会（積丹町）

　11月28日（水）　第57回仁木町ＰＴＡ連合会研究大会（町民センター）

　　　　　　　　　※仁木みらい塾第２回講座と共催

(2) 仁木みらい塾【補助金額180,000円】

○主な活動

　５月２日（水） 平成30年度（第18回）総会

　６月10日（日） 第１回講座

演題：お塩は生きていく上で欠かせないもの。減塩って、本当に良いの？

講師：小林英雄氏

　 　11月28日（水） 第２回講座　

演題：元気アップ　～ココロのサプリメント～

講師：塩谷隆治氏

特別講座

演題：「昭和のうたコンサート」

講師：北海道歌旅座

円

(1) 女性団体

※Ｈ28.４ 仁木町女性団体連絡協議会解散、Ｈ28.12 にき女性の会解散、Ｈ30.４ 然別婦人会

休会

※補助金額 銀山女性の会58,000円

(2) 仁木町女性のつどい

○実施日 ３月５日（火）

○場　所 町民センター・交流ホール

○参加者 52名

○内　容 （講演）

　演題：「ポジティブ整理で身軽に生きる」

　講師：桑島まゆみ氏

○その他 銀山方面送迎用小型バスを運行

生涯－７ 事業費決算額 280,000

　３月21日（木・祝）

生涯－８ 女性教育事業 事業費決算額 146,880

団体名 会長名 会員数

銀山女性の会 大洞和子 26名
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円

(1) 仁木町やすらぎ大学学習活動

生涯－９ 高齢者教育事業 事業費決算額 152,891

期　日 学習テーマ ね  ら  い 学習方法 講　師 場　所 参加学生数

５月30日
（水）

入学式
入学式
オリエンテーショ
ン

説　明　　
話し合い

学長（教育長）
事務局（教育
委員会職員）

町民セ
ンター

25名

６月27日
（水）

音楽に
親しむ

ピアノ伴奏により
皆で歌い、音楽に
親しむ

実　習 加藤美鈴氏
町民セ
ンター

21名

７月25日
（水）

リサイクル
を楽しむ

資源の再活用を通
じて、楽しく環境
問題を学ぶ

講　義
実　習

事務局（教育
委員会職員）

町民セ
ンター

23名

８月22日
（水）

社会見学
研修視察で見聞を
広め、学生相互の
親睦と交流を図る

見　学
交　流

事務局（教育
委員会職員）

札幌市
当別町

19名

９月26日
（水）

パークゴル
フを楽しむ

健康教室

パークゴルフのルー
ルを学び、プレーを
楽しむ

健康体操

実　技
事務局（教育
委員会職員）

ふれあい遊ト
ピア公園パー
クゴルフ場

町民センター

21名

10月24日
（水）

作品を作る
皆で協力して作品を
完成させ、その達成
感を味わう

実　習
事務局（教育
委員会職員）

町民セ
ンター

14名

11月28日
（水）

映画を
楽しむ

映画を鑑賞し、そ
の魅力について研
修する

鑑　賞
事務局（教育
委員会職員）

町民セ
ンター

20名

12月12日
（水）

料理を作る
皆で協力して料理
を作り、試食を楽
しむ

実　習
ほけん課職員
（栄養士）

保健セ
ンター

12名

１月30日
（水）

健康教室
健康について学
び、自分の身体を
知る

講　義
実　技

ほけん課職員
（保健師）

町民セ
ンター

19名

２月13日
（水）

健康運動
身体を動かし、動
きやすい身体づく
りについて学ぶ

実　技 尾崎和子氏
町民セ
ンター

13名

３月６日
（水）

修了式　　
反省会

修了式
学習活動の総括

修了式
話し合い

学長（教育長）
事務局（教育
委員会職員）

町民セ
ンター

19名
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(2) 修了証書授与、皆勤賞・精勤賞授与

○修了証書授与者（５回以上出席）24名

○皆勤賞授与者（欠席０回）１名、精勤賞授与者（欠席１～２回）８名

(3) 健康アドバイス（全５回）

○平成30年度テーマ『毎日コツコツ健康生活。自分のからだをまんべんなく知ろう』

ひと声かけ合うやさしい気持ち。みんなでやろう「認知症応援隊！」

～認知症を理解し、地域全体で見守りましょう～

（平田保健師）

知っておきたい心やからだの変化と特徴

～具合の悪い所が出てきても当たり前！だからこそコツをつかんだ生活を～

（浜野主幹）

毎日の食事、こんな食べ方の知恵も大事！

～からだに大切な栄養を「色」から考えてみませんか？～

（入川栄養士）

意外と知らない数字が教えてくれるからだのサイン

～検査数値の見方を知って、からだの元気対策を立てよう！～

（内山保健師）

しっかり噛んでムセ知らず。お口の手入れは健康づくりの源です。

～お口から考える健康づくりについて～

（小倉保健師）

６月27日
（水）

７月25日
（水）

12月12日
（水）

１月30日
（水）

２月13日
（水）
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円

(1)

○「地区学級」企画推進会議

７月17日（火）

役場会議室

各地区学級運営関係者、教育委員会職員

平成29年度実施状況について

平成30年度開設要項（案）について、平成30年度運営委員等について

○仁木地区学級開設状況（学級主事：水田哲夫）

36 名

30 名

18 名

○然別地区学級開設状況（学級主事：渡　淳）

25 名

21 名

24 名

生涯－10 家庭教育事業 事業費決算額 539,979

地区学級

開催日

場　所

出席者

内　容

実施日 学習主題 場　所 学　習　内　容 講　師 参加者数

11月３日
（土）

開級式　　
教　養

視察研修
千歳市 もりもと千歳第１工場見学 施設職員

１月19日
（土）

教　養
交　流

町民セン
ター

仁木町子どもの集い

運営委員
仁木町子ども会
育成連絡協議会
教育委員会職員

２月２日
（土）

教　養　　
交　流　　
閉級式

町民セン
ター

三世代交流ふれあい教室

運営委員
仁木町子ども会
育成連絡協議会
教育委員会職員

実施日 学習主題 場　所 学　習　内　容 講　師 参加者数

10月20日
（土）

開級式　　
教　養

視察研修

ＪＡミニト
マト集出荷
貯蔵施設

ニキヒルズ

仁木町内施設見学 施設職員

11月24日
（土）

研修講座
健康講座

然別生活館 火災対応と軽スポーツ
消防職員
運営委員

３月25日
（月）

健康講座
閉級式

然別生活館
四種目のミニスポーツ

とゲーム
運営委員
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○大江地区学級開設状況（学級主事：加藤美佐子、三上　勲）

14 名

163 名

19 名

21 名

11 名

130 名

○銀山地区学級開設状況（学級主事：鈴木　保）

62 名

33 名

27 名

64 名

18 名

36 名

実施日 学習主題 場　所 学　習　内　容 講　師 参加者数

11月27日
（火）

開級式　　
教　養

大江コミュ
ニティセン

ター
健康ストレッチ 岸本和歌氏

12月８日
（土）

地域活動
ノーマライ
ゼーション

大江コミュ
ニティセン

ター
クリスマスの集い 運営委員

１月８日
（火）

趣　味　　
教　養

大江コミュ
ニティセン

ター

百人一首
ゲーム

丸谷　聡氏
佐藤陽介氏

１月22日
（火）

健康講座
大江コミュ
ニティセン

ター
室内オリンピック

大原智恵美氏
山北ゆかり氏
青木えり子氏
金子　玲子氏

１月29日
（火）

健康講座
大江コミュ
ニティセン

ター
室内オリンピック

大原智恵美氏
山北ゆかり氏
青木えり子氏
金子　玲子氏

２月24日
（日）

健康講座
閉級式

大江神社通
り大鳥居前

仁木町ゆっくり歩こう
スキー大会

ゆっくり歩こう
スキー大会実行

委員会

実施日 学習主題 場　所 学　習　内　容 講　師 参加者数

８月11日
（土）

開級式　　
健康講座

銀山武道館
体力測定会

ホタル観賞会
スポーツ推進

委員ほか

11月18日
（日）

趣　味
銀山生活改
善センター

そば打ち体験会 銀山蕎麦研究会

11月26日
（月）

健康講座
山村開発　　
センター

少年野球教室 井口資仁選手

12月５日
（水）

教養講座
銀山小学
校体育館

人形劇 劇団えりっこ

１月20日
（土）

趣　味
銀山生活改
善センター

百人一首
親子かるた大会

運営委員

３月24日
（日）

健康講座
閉級式

銀山中学
校体育館

親子バドミントン大会 運営委員
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(2) ブックスタート事業

○事業内容

○場　所　 　保健センター

○実施状況

１ 5 組 5 組

２ 4 組 4 組

３ 2 組 2 組

４ 5 組 5 組

５ 2 組 2 組

６ 3 組 3 組

７ 5 組 5 組

８ 1 組 1 組

９ 1 組 1 組

10 4 組 4 組

11 4 組 4 組

22 組 14 組 36 組

文化振興事業 円

(1) どろんこ教室

７月27日（金）～８月６日（月）のうち６日間

陶芸センター

小学生28名

(2) 仁木町文化連盟（加盟13団体、会長：田中英昭）【補助金額492,000円】

28 名 33 名

17 名 29 名

24 名 32 名

11 名 42 名

11 名 3 名

11 名 11 名

7 名 9 名

参加組数

６か月児 １歳６か月児 計

４月27日

６月22日

７月27日

８月24日

９月28日

10月26日

11月30日

12月21日

１月25日

２月22日

３月22日

計

生涯－11 事業費決算額 522,000

○実施日　

○場　所　

○参加者

○内　容　　

団体名 代表者名 会員数 団体名 代表者名 会員数

囲碁愛好会 芳岡　廣 若鮎太鼓郷土芸能保存会 嘉屋達雄

陶芸愛好会 関井優子 わらべ唄の会 松島貴巳

阿波踊り仁木連 深澤彰吾
YOSAKOIソーラン

チーム「舞仁咲乱」 川端正人

銀山歌謡愛好会 吉田　正 仁木混声合唱団 美濃英則

いけばな愛好会 大崎美保子 舞コスモ会 佐藤幸子

銀山吟詠会 橋根リツ カメラクラブ 田中英昭

大正琴みすず会 深澤並代 絵手紙サークルあじさいの会 大崎美保子

　本町に在住する６か月児及び１歳６か月児とその保護者を対象に、事業説明資料及び絵本２
冊を配付の上、町内読書サークル会員による絵本の読み聞かせを行い、絵本に触れる機会を創
出する。

回 実施日

仁木町陶芸愛好会会員に講師を依頼。作陶、削り、素焼き、釉薬塗り、本焼き、
窯出しまでの全工程を体験。作品は仁木町文化祭に出展。
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(3) 第51回仁木町文化祭（芸能発表会）
10月27日（土）
町民センター・多目的文化ホール    
189名（加盟団体９団体105名、関係団体５団体84名、一般参加１名）

○来場者数 約400名

(4) 第51回仁木町文化祭（作品展示会）
○実施日 10月27日（土）・28日（日）
○場　所 町民センター・交流ホール及び役場ふれあいホール
○作品数 607点（加盟団体４団体225点、関係団体14団体321点、一般13名61点）
○来場者数 約500名

(5) 第43回銀山地区文化祭
○実施日 11月11日（日）
○場　所 銀山小学校
○内　容 作品展示及びステージ発表
○来場者数 約200名

郷土芸能育成事業 円

(1) 阿波踊り仁木連【補助金額152,000円】

○主な活動

(2) 若鮎太鼓郷土芸能保存会【補助金額120,000円】

○主な活動

(3) 全道阿波踊り大会【補助金額300,000円】

生涯－13 図書室運営事業 事業費決算額 円

(1) 町民センター・図書室利用状況（Ｐ43参照）

(2) 町民センター・図書室整備状況

○図書備品購入費
○蔵書冊数
○図書受入冊数
○新　聞
○各種機器

(3) 委託料

○町民センター・図書室貸出等業務（仁木町高齢者事業団） 691,120円
　※土・日・祝祭日のみ、他は町民センター受付等業務として対応
   　

(4) 読書活動の推進

○読書活動推進報償（町内で活動している読書サークル３団体に各30,000円支出）
　・読書サークル「兎の眼」

　・銀山母と子の読書会 銀山小学校での読み聞かせ、地域文庫図書室管理
　・大江読書会 大江へき地保育所での読み聞かせ、地域文庫図書室管理

○実施日
○場　所  　
○出演者

生涯－12 事業費決算額 572,000

1,258,003

371,742円（図書、ＤＶＤ）
15,116冊（うち児童書6,120冊）
201冊
北海道新聞、読売新聞
ビデオ・ＤＶＤ・ＣＤ鑑賞コーナー３か所

さくらんぼフェスティバル、大江学園花菖蒲祭り、きのこ王国夏祭り、仁木長
寿園盆踊り、うまいもんじゃ祭り、仁木町文化祭、町外イベントへの参加

さくらんぼフェスティバル、大江学園花菖蒲祭り、きのこ王国夏祭り、大江神社
祭典、うまいもんじゃ祭り、仁木町文化祭、大江地区クリスマス会、仁木町成人
式、ゆっくり歩こうスキー大会への参加

ブックスタート事業での読み聞かせ、町民センター図書室書架
整理
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陶芸施設管理運営事業 円

(1) 陶芸施設利用状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

36 39 58 84 58 47 81 84 34 0 0 0 521 人

14 20 19 24 15 19 21 21 6 0 0 0 159 日

0 0 4 0 2 2 2 2 1 0 0 0 13 回

0 0 90 121 0 71 162 0 133 0 0 0 577 個

(2) 仁木町陶芸愛好会活動

○どろんこ教室（仁木町子ども体験塾第２回講座）指導

○うまいもんじゃ祭り出店

○仁木町文化祭作品展示会

○陶芸施設管理運営

教育委員会ニュース等の発行

教育委員会ニュース　１回／月(全戸配布)　

スポーツカレンダー　１回／年(全戸配布)

Ａ４版４ページ

　 学校教育・社会教育・社会体育の各種事業案内、スポーツ大会等成績

社会教育関係施設からのお知らせ、教育関係啓蒙啓発文書等

生涯－14 事業費決算額 134,597

月 計

人　数

日　数

本焼回数

本焼個数

生涯－15

発行状況　

紙面サイズ

内　容

44



山村開発センター管理運営事業 円

(1) 管理運営 指定管理者：東京美装北海道株式会社札幌支店

Ｈ30指定管理料実績6,768,200円

(2) 指定管理期間 平成30年４月１日～令和２年３月31日（３年間）

(3) 月別利用状況

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

計

(4) 施設利用料（指定管理者の収入） 350,020円

スポーツ推進委員事業 円

(1) 定数　９名

委員長　　鈴木　　保 委　員　　木村　公一

副委員長　加藤　政茂 委　員　　堀川美穂子

委　員　　坂東久美子

委　員　　井内　洋志

委　員　　岩崎　美和

委　員　　渡　　朋仁

(2) 任期 平成29年６月１日～令和３年５月31日

(3) 会議等開催状況

生涯－16 事業費決算額 7,037,687

※消耗品、火災保険料及び調査点検委託料269,487円は町負担

室　別　利　用　内　訳

アリーナ 第１研修室 第２研修室 第３研修室 資料室

25日 1,373人 678人 26人 7人 662人 0人

27日 1,422人 601人 15人 48人 758人 0人

26日 1,493人 681人 0人 8人 783人 21人

26日 1,486人 652人 11人 0人 823人 0人

27日 1,875人 1,171人 22人 0人 681人 1人

26日 1,454人 877人 0人 0人 575人 2人

26日 1,691人 869人 22人 6人 794人 0人

26日 1,826人 1,043人 61人 2人 719人 1人

25日 1,527人 918人 9人 11人 586人 3人

22日 1,638人 1,107人 13人 14人 503人 1人

24日 1,562人 1,007人 0人 6人 549人 0人

27日 2,077人 1,349人 31人 40人 625人 32人

307日 19,424人 10,953人 210人 142人 8,058人 61人

生涯－17 事業費決算額 165,370

開催月日 報告及び協議事項 開催場所 出席者数

６月14日
（木）

・社会体育推進事業経過報告について
・平成30年度事業計画（今後の予定）について

役場会議室 ５名

月 開館日数 利用者数

45



(4) 会議・研修会等出席状況

スポーツ指導事業 円

○体育協会加盟団体 16名

　剣道、バドミントン、柔道、ゲートボール、寒カンゴルフ、卓球

○スポーツ少年団 10名

　野球、ソフトボール、水泳、アルペン、陸上

○小中学校及び地区 ６名

○小中学校管理指導者及び補助指導員 ８名

体育大会等参加事業 円

○野　球

○陸　上

○バドミントン

○水　泳
円

９月13日
（木）

・社会体育推進事業経過報告について
・主な大会結果について
・平成30年度第60回北海道スポーツ推進委員研究協議
会について
・平成30年度事業計画（今後の予定）について

役場会議室 ６名

11月17日
（土）

・平成30年度スポーツ少年団体力測定会（100名参加）
山村開発
センター

７名

３月６日
（水）

・社会体育関係事業経過報告について
・平成30年度社会体育関係施設の使用状況について
・平成31年度社会体育関係事業計画（予定）について
・平成31年度社会体育関係予算（予定）について

役場会議室 ５名

10月11日（木）

  ～12日（金）

生涯－18 事業費決算額 315,000

生涯－19 事業費決算額 241,500

第42回イトマン招待水泳競技大会 助成額 19,500

平成30年度第60回北海道スポーツ推進委員研究協議会
【深川市】

３名出席

第38回全日本学童軟式野球北海道大会マクドナルドトーナ
メント兼第39回スタルヒン杯争奪全道スポーツ少年団軟式
野球交流大会兼第47回全道少年野球大会後志予選会

助成額 16,000 円

第36回北海道小学生陸上競技大会小樽後志地区予選会兼第
20回小樽後志小学生陸上競技記録会

助成額 24,700 円

第36回北海道小学生陸上競技大会兼日清食品カップ第34回
全国小学生陸上競技交流大会北海道予選会

助成額 67,200 円

第20回北海道ジュニア陸上競技選手権大会兼第49回ジュニ
アオリンピック陸上競技大会北海道選手選考会

助成額 6,300 円

第19回ダイハツ北海道小学生ＡＢＣバドミントン大会兼第
19回ダイハツ全国小学生ＡＢＣバドミントン大会南北海道
予選会

助成額 105,300 円

第41回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ春季水泳競
技大会北海道予選会

助成額 2,500 円
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体育団体活動支援事業 円

(1) 仁木町体育協会（加盟11団体、会長：坂東秀悦）【補助金額1,193,274円】

(2) 仁木町スポーツ少年団本部（加盟８団体、本部長：佐藤輝記）【補助金額641,360円】

町営水泳プール管理運営事業 円

(1) 開設期間 ７月14日～８月31日（49日間）

(2) 利用者数 1,218人

(3) 地区別水泳プール利用状況

日数 日数 日数

７月 16日 17日 17日

８月 22日 18日 21日

計 38日 35日 38日

スキー場管理運営事業 円

(1) 管理運営 指定管理者：株式会社北海道名販

Ｈ30指定管理料実績6,941,622円

(2) 指定管理期間 平成29年４月１日～令和２年３月31日（３年間）

(3) 開設期間 12月29日～３月３日（64日間）

生涯－20 事業費決算額 1,834,634

団体名 代表者名 会員数 団体名 代表者名 会員数

バドミントン協会 板岡宏教 32名 卓球協会 吉成公夫 22名

剣道連盟 西條　篤 18名 ソフトボール協会 嶋田　茂 94名

スキー連盟 加藤政茂 57名 ゲートボール協会 角谷由五郎 10名

軟式野球連盟 坂東秀悦 131名 寒カンゴルフ協会 滝上　馨 48名

柔道会 那須昭行 19名 パークゴルフ協会 滝上　馨 81名

弓道会 大洞忠義 68名

※Ｈ26からソフトバレーボール協会休会

団体名 代表者名 会員数 団体名 代表者名 会員数

仁木剣道スポーツ少年団 長井繁忠 2名 銀山剣道スポーツ少年団 菅　　敦 23名

仁木野球スポーツ少年団 神　信弘 14名 仁木アルペンスポーツ少年団 関　雅樹 18名

仁木水泳スポーツ少年団 前田友規子 10名 仁木陸上スポーツ少年団 中村喜行 16名

銀山ソフトボール少年団 佐藤輝記 8名 仁木バドミントン少年団 9名

※　仁木バドミントン少年団は平成29年12月21日加盟

生涯－21 事業費決算額 3,058,533

仁木水泳プール 銀山水泳プール 然別水泳プール

利用者数 １日当たり 利用者数 １日当たり 利用者数 １日当たり

420人 26人 181人 11人 103人 6人

336人 15人 131人 7人 47人 2人

756人 20人 312人 9人 150人 4人

生涯－22 事業費決算額 10,234,188

月

※修繕費、保険料、土地借上料及びリフト補修等工事3,218,793円は町
負担
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(4) 月別利用状況

12月 ３日

１月 30日

２月 28日

３月 ３日

計 64日

(5) スキー授業等利用状況

(6) リフト券等売上額（指定管理者の収入） 5,688,000円

利用者数（リフト乗車延数） リフト券発行件数

昼間 夜間 計 １日当たり 大人 小人 計

2,814人 193人 3,007人 376人 212件 124件 336件

32,737人 6,631人 39,368人 1,312人 1,978件 1,589件 3,567件

13,459人 3,467人 16,926人 605人 768件 348件 1,116件

979人 126人 1,105人 276人 93件 21件 114件

49,989人 10,417人 60,406人 959人 3,051件 2,082件 5,133件

学校名 回数 利用者数

仁木小学校 4回 161人

銀山小学校 2回 53人

仁木中学校 4回 65人

銀山中学校 3回 84人

小計（４団体） 13回 363人

登小学校 3回 31人

東中学校 2回 101人

古平小学校 1回 38人

古平中学校 5回 59人

美国小学校 1回 38人

美国中学校 3回 31人

北星学園余市高等学校 1回 5人

余市防備隊 15回 40人

小計（８団体） 31回 343人

計 計（11団体） 44回 706人

月
開設
日数

町　内

町　外
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第２章 事業の点検・評価
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平 成 ３０ 年 度 事 業 評 価 一 覧

事業番号 事 業 名

点 検・評 価 結 果 事業の方向性

Ａ：良 好・高 い

Ｂ：妥 当・中 位

Ｃ：要改善・低 い

Ａ：積極的継続

Ｂ：前年同様継続

Ｃ：見直し改善

必 要 性 緊 急 性 優 先 性 予算措置 業務内容

総学－ １ 教育委員会の組織運営 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

総学－ ２ 高校通学費補助事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

総学－ ３ 教職員住宅管理事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

総学－ ４ 学校施設利用事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

総学－ ５ 教職員研修事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

総学－ ６ 図書・教材備品購入事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

総学－ ７ 校外学習事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

総学－ ８ 総合的な学習事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

総学－ ９ 通学バス運行事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

総学－１０
就学援助・特別支援教育就学奨

励事業
Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

総学－１１ 特別支援教育推進事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

総学－１２ 創意工夫した教育活動事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

総学－１３ 開かれた学校づくり事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

学給－ １ 学校給食センター運営事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

学給－ ２ 学校給食費補助事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

学給－ ３ 学校給食配送車購入事業（単） Ａ Ｂ Ｂ

生涯－ １ 文化財保護審議会の開催状況 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯－ ２ 文化財保護運営事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯－ ３ 社会教育委員運営事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯－ ４ 町民センター管理運営事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯－ ５ 少年教育事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯－ ６ 成人式事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯－ ７ 成人一般教育事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯－ ８ 女性教育事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯－ ９ 高齢者教育事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯－１０ 家庭教育事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯－１１ 文化振興事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯－１２ 郷土芸能育成事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
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平 成 ３０ 年 度 事 業 評 価 一 覧

事業番号 事 業 名

点 検・評 価 結 果 事業の方向性

Ａ：良 好・高 い

Ｂ：妥 当・中 位

Ｃ：要改善・低 い

Ａ：積極的継続

Ｂ：前年同様継続

Ｃ：見直し改善

必 要 性 緊 急 性 優 先 性 予算措置 業務内容

生涯－１３ 図書室運営事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯－１４ 陶芸施設管理運営事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯－１５ 教育委員会ニュース等の発行 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯－１６ 山村開発センター管理運営事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯－１７ スポーツ推進委員事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯－１８ スポーツ指導事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯－１９ 体育大会等参加事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯－２０ 体育団体活動支援事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯－２１ 町営水泳プール管理運営事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯－２２ スキー場管理運営事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
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点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
教育委員会の組織運営

事業

番号
総学―１

事業の概要

仁木町教育委員会の会議は、原則として公開で、毎月定例会１回と必

要に応じて、臨時会を開催しています。この会議において、教育行政方

針の決定、教育に関する規則等の制定、仁木町文化財の指定など、様々

な問題について審議します。

担 当 係 総務学校教育係

事 業 費 １，５６９，５４９円
報酬、旅費、交際費、需用費、

負担金補助及び交付金

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

地方教育行政の組織及び運営に関する法律及び仁木町教育委員会会議

規則に基づき実施しています。（定例会１２回、臨時会２回を開催）

また、平成３０年度市町村教育委員研究協議会では、研究分科会で「地

域と学校の連携・協働について」のテーマによる議論を実施し、コミュ

ニティスクール等の知見を深めることができました。

事業の効果

教育関係の規則１件及び要綱２件を制定するなど、教育委員会の運営

を円滑に進めています。

研修会、協議会及び視察により、教育現場の取組が深く理解できたと

考えています。

事業の改善

コミュニティスクールに関しては、さらに議論を深める必要があると

考えます。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

教育委員会議事録の公開について、ホームページの活用などを検討し

ます。

小中併置校については、令和元年度においても調査研究を進めて参り

ます。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他
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点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
高 校 通 学 費 補 助 事 業

事業

番号
総学―２

事業の概要

教育の機会均等と地域社会に有為な人材を育成するため、高等学校に

通学する生徒に対し、通学費補助又は下宿費補助を行い、有用な人材の

育成を図っています。

担 当 係 総務学校教育係

事 業 費 ２，３９４，０６０円 負担金補助及び交付金

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

仁木町補助規則及び仁木町高等学校生徒通学費等補助金交付要綱に基

づき実施しています。

事業の効果

高等学校に通学する５６名の生徒に補助金を交付することで、保護者

の負担を軽減し、未来を担う子どもたちにゆとりのある修学の機会を与

えています。

事業の改善

本事業については、通学距離及び下宿費に応じた金額を交付しており

ますが、定期代・下宿費に応じた補助額の見直しを適宜、実施いたしま

す。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

平成２９年度から本事業を実施しておりますが、事業の効果を見極め、

必要に応じて、見直し・改善して参ります。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



53

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
教 職 員 住 宅 管 理 事 業

事業

番号
総学―３

事業の概要

小学校教員住宅７戸と中学校教員住宅９戸の計１６戸の維持管理を

適切に行っています。

担 当 係 総務学校教育係

事 業 費 ６２４，２４０円 需用費（修繕費）

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

町内に民間アパート等が少ないことから、教員住宅を確保し管理する

ことは必須であると考えます。

事業の効果

校区内の教職員住宅に居住することにより、特に若い教職員と地域の

住民及び児童生徒とのコミュニケーションが活発に図られています。

事業の改善

教職員住宅の老朽化が進み、修繕費が増加してきていることから計画

的な維持管理が必要であると考えます。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

仁木町過疎地域自立促進市町村計画（平成 28年度～平成 32年度）に
基づく建て替えや大規模修繕又は空き家の購入など教職員住宅の環境改

善に努めます。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



54

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
学 校 施 設 利 用 事 業

事業

番号
総学―４

事業の概要

スポーツの普及並びに幼児及び児童の安全な遊び場の確保のために学

校の体育館や校庭など、学校教育に支障のない範囲で開放しています。

担 当 係 総務学校教育係

事 業 費 ―――――

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

仁木町立学校の施設開放に関する規則に基づき実施しています。

事業の効果

銀山地区には住民向けの体育館が設置されていないことから、学校の

体育館でソフトバレー、バドミントンを行うなど、地域の交流の場とし

て有効活用されています。

事業の改善

施設の老朽化が進んでいることから、日々の点検を強化し、計画的な

修繕が必要です。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

従前どおり学校開放を実施します。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



55

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
教 職 員 研 修 事 業

事業

番号
総学―５

事業の概要

教育研究の推進及び教職員の研修に対する補助を行い、教育の充実を

図っています。

（後志教育研修センター組合負担金、仁木町教育研究会への補助金）

担 当 係 総務学校教育係

事 業 費 ８６７，７００円 負担金補助及び交付金

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

教職員の研修に係る事業であることから、教職員の指導力向上を図る

ことを主目的としており、必要不可欠と考えます。

事業の効果

創意工夫した教育課程の編成やきめ細かな指導計画の作成、教職員の

指導力向上に効果がありました。

事業の改善

指導主事等を活用した校内研修の取組や町外視察などを効率的に推進

すべきと考えます。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

現状を維持する必要があります。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



56

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
図書・教材備品購入事業

事業

番号
総学―６

事業の概要

学校図書及び授業等で使用する教材備品を購入し、教育活動の充実を

図っています。

担 当 係 総務学校教育係

事 業 費 ９９１，２５７円 備品購入費

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

児童生徒の読書活動の推進や効果的な教材備品を活用した授業を推進

しています。

事業の効果

各学校とも朝の読書の時間等を設け、読書の習慣付けに取組んでいま

す。

また、教材備品を活用した魅力的な授業づくりを進めています。

事業の改善

各学校で保有している図書及び教材について、学校間での活用を検討

する必要があります。

また、教材備品の修繕・更新についても、計画的に実施する必要があ

ります。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

従前どおり各学校から購入希望を取りまとめ、精査・協議し、予算計

上します。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



57

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
校 外 学 習 事 業

事業

番号
総学―７

事業の概要

音楽交歓会・小学校陸上競技大会及び町内合同社会科見学を行い、町

内学校間の交流を図るとともに、スキー授業等校外学習の充実及び中体

連・中文連へ積極的に参加しております。

担 当 係 総務学校教育係

事 業 費 ２，５２３，８５４円
使用料及び賃借料、

負担金補助及び交付金

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

音楽交歓会、スキー授業及び競歩大会等を実施することにより、日

頃の成果を発表する場となるとともに、学校内外の交流も図られるな

ど、本事業を通して幅広い学習活動を展開しています。

また、芸術文化にふれる事業では、演劇鑑賞により、思春期の感受

性を育むことに寄与しています。

事業の効果

音楽交歓会、スキー授業及び競歩大会等では、各種技能の向上や競

争心や表現力を身に付けることができるとともに、学校内外の交流が

図られました。

また、中体連・中文連へ積極的に参加した結果、多くの生徒が後志

大会で優秀な成績を収め、全道大会へ出場する種目が増えるなど、各

競技のレベルアップが図られています。

事業の改善

音楽交歓会については、学校の負担について配慮し、中体連・中文連

に対する補助金は、参加内容に応じた適切な金額を交付する必要があり

ます。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

現状を維持する必要があります。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



58

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
総 合 的 な 学 習 事 業

事業

番号
総学―８

事業の概要

各学校が児童生徒の実態等に応じて、興味・関心等を持つ学習など創

意工夫を生かした特色ある教育活動を行っています。

また、中学校においては、職業体験により、働くことへの興味・関心

を育むことや、個々の将来像を描かせるなどの活動を行っています。

担 当 係 総務学校教育係

事 業 費 ２５５，５５０円 報償費、使用料及び賃借料

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

地域の自然環境や社会環境を積極的に生かした体験的学習、町内や近

隣町村の事業所において行われる職場体験学習、外部講師による講演等

による道徳教育を行っています。

事業の効果

児童生徒が郷土の文化や特色に興味を持ち、地域への意識を高め、仲

間とともに生活・活動することで、社会の中で生きる力を育むことがで

きました。

また、職場体験では、事業所で実際に仕事を体験することにより、自

分の将来に対する職業観を身に付ける有意義な機会となりました。

事業の改善

仁木町の歴史・文化・社会活動を広く学ぶため、今後も工夫を凝らし

た取組が必要です。

また、学校教育係だけではなく、生涯学習係と連動した取組も検討し

ていきます。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

郷土の生い立ちや現状を授業において深く学習させる必要があるた

め、コミュニティスクールの活用や既存の支援員の職務に追加すること

を検討していきます。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



59

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
通 学 バ ス 運 行 事 業

事業

番号
総学―９

事業の概要

統合対象校区内から通学する児童の安全を図るため、通学バスの運行

を行っています。

また、登校時は中学生の乗車も可能とし、有効活用を図っています。

担 当 係 総務学校教育係

事 業 費 １４，２５４，４９３円 委託料

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

登下校用のバスを運用することで、遠方から通学する児童の安全を図

っています。

なお、事業費は地方交付税の基準財政需要額に算入されています。

事業の効果

天候不良時における登下校においても、事故等も無く、登下校するこ

とができました。

事業の改善

バスの経路や乗降時の安全確保について、改善点を引き続き注意して

いく必要があります。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

当面、現状を維持しながらも、将来的な児童・生徒の推移を見極め、

効率的な運行についての調査・研究が必要と考えます。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



60

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
就学援助・特別支援教育就学奨励事業

事業

番号
総学―１０

事業の概要

児童生徒の教育振興のため、遠距離通学児童生徒に対する交通費の補

助及び経済的理由により就学困難な児童生徒に対して、学用品、給食費

等の補助により家庭の経済的支援を行っています。

担 当 係 総務学校教育係

事 業 費 ４，８７２，３８２円
負担金補助及び交付金

扶助費

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

学校教育法、就学困難な児童及び生徒に係る就学奨励について国の援

助に関する法律、仁木町要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要

綱、特別教育就学奨励費負担割合及び仁木町立小中学校児童生徒に対す

る通学補助に関する条例に基づき実施しています。

事業の効果

経済的に厳しい状況の家庭に対して経済的支援を行うことにより、未

来を担う子どもたちに対し、平等に就学機会を与えることができました。

事業の改善

準要保護の認定基準や新入学学用品費の給付時期について、国の動向

や管内の状況を調査し、必要に応じて見直す必要があります。

なお、平成２９年度から、新入学学用品費の支給時期を早めておりま

す。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

管内の状況等を調査した結果に基づき、認定基準の見直しや給付時期

の見直しを検討していく必要があります。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



61

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
特別支援教育推進事業

事業

番号
総学―１１

事業の概要

支援を必要とする児童生徒の指導充実を図るため、学校に特別支援教

育支援員を配置し体制づくりを行っています。また、町内４校に６名（仁

木小２名、銀山小２名、仁木中１名、銀山中１名）の特別支援教育支援

員を配置し、特別支援教育を必要とする児童生徒をきめ細やかに支援し

ています。

また、道の退職教員等外部人材活用事業により、銀山中学校に非常勤

講師の派遣を受け、学習指導や特別支援教育の充実を図っています。

担 当 係 総務学校教育係

事 業 費 ６，３９２，０６３円 賃金

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

児童生徒の将来を見据えた支援体制づくりや、個に応じた教育支援を

行っています。

事業の効果

支援を必要とする児童生徒の教育支援や生活支援に効果がありまし

た。

事業の改善

関係機関の協力を得て、引き続き児童生徒の個に応じた支援に取り組

む必要があります。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

事業については現状を維持する必要があると考えます。

また、仁木町特別支援教育連携協議会を活用し、特別な支援が必要な

児童生徒の支援を強化いたします。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



62

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
創意工夫した教育活動事業

事業

番号
総学―１２

事業の概要

児童生徒の「生きる力」を育むという理念のもと、基礎的・基本的な

知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力などの育成を目指し、地域

の人材や環境を活用した教育活動を推進しています。

また、町事業により学校力向上支援員を２名配置し、学校経営のアド

バイスから放課後学習などの学習指導まで対応する等、充実を図ってい

ます。

担 当 係 総務学校教育係

事 業 費 ３，８９７，６００円 賃金

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

学校力向上支援員の校長経験を活かし、各学校の管理職に対して、学

校経営の支援を行っています。

また、地域の特性や地域の人材を生かした教育活動を通じて、児童生

徒に応じた指導を工夫し学習意欲を高めるとともに、放課後学習を取り

入れ、一人ひとりが学ぶことの楽しさと達成感を味わう指導を行ってい

ます。

事業の効果

各学校において、創意工夫した教育活動を実践することで、学習の基

礎・基本の習得、本を読む習慣や地域へ関心を持つなどの効果が表れて

います。

事業の改善

学校経営のアドバイス、児童生徒毎の理解力・進捗状況に応じた教科

指導が必要なため、教職員の管理職経験者を採用することや、国や道の

事業等を活用するなど予算を確保する必要があります。

また、学校経営力や教職員に対する指導についても強化する必要があ

ると考えます。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

現状の取組みを維持する必要があります。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他
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点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
開かれた学校づくり事業

事業

番号
総学―１３

事業の概要

学校における教育活動について、様々な学校情報を積極的に提供する

とともに、保護者の意見を広く聴いて可能な限り教育活動に反映できる

よう、評価活動や学校評議員の取り組みを通して、開かれた学校づくり

を進めています。

担 当 係 総務学校教育係

事 業 費 １０３，９２１円 報償費

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

開かれた学校づくりのため、学校情報を保護者や地域に提供するとと

もに、評議員等から要望や意見を広く聴くことや保護者へ学校評価アン

ケート調査を実施することにより、教育活動の参考にしています。

事業の効果

保護者や地域から学校に対する関心が高まることで、学校行事や授業

への参加・協力体制が強まり、広く地域からの意見を聴くことにより、

各学校の改善点を把握することができました。

事業の改善

学校関係者による評価の推進や学校評価の充実などを図っていく必要

があります。

また、コミュニティスクールの導入について引き続き検討し、地域の

住民が参加できる学校作りに取組む必要があります。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

継続した取組が必要です。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他
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点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
学校給食センター運営事業

事業

番号
学給―１

事業の概要

衛生管理の徹底と作業の効率化を進め、地場産品を活用した安全で安

心な学校給食の提供に努めるとともに、食育について、学校と連携した

給食指導を行っています。

担 当 係 学 校 給 食 係

事 業 費

（総事業費） ５８，８５５，４３６円

（一般会計） ３４，８０２，４２２円

報酬、給料、職員手当等、共済費、賃金、旅費、需用費、役務費、委託料、

使用料及び賃借料、備品購入費、負担金補助及び交付金、公課費

（給食食材） ２４，０５３，０１４円

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

学校給食法及び仁木町学校給食共同調理場設置条例等に基づき、児童

生徒の日常生活における食事について、正しい理解と望ましい習慣を養

い、栄養の改善及び健康の増進を図っています。

事業の効果 食事に係る望ましい習慣を身に付けることができました。

事業の改善
今後、さらに食育指導の充実を図るとともに、食物アレルギーに対す

る取り組みを進める必要があります。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法
今後も継続して行います。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他
学校給食共同調理場会計決算額

収入 24,230,338 円―支出 24,053,014 円＝繰越 177,324 円
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点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
学校給食費補助事業

事業

番号
学給―２

事業の概要
町に住所を有する義務教育期間中の児童・生徒の学校給食費について、

２人目を半額、３人目以降を無料とし、対象世帯に補助を行います。

担 当 係 学 校 給 食 係

事 業 費 １，３３４，８１０円 負担金補助及び交付金

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性
「仁木町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略」により、

子育て世代の経済的負担の軽減を図っていきます。

事 業 の 効 果
経済不況の中、子育て世代の保護者の負担を軽減することができまし

た。

事 業 の 改 善 事業については、現状を維持する必要があると考えます。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法
今後も継続して行います。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他
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点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
学校給食配送車購入事業

事業

番号
学給―３

事業の概要

購入後16年が経過し経年劣化に伴うボディの腐食などが進行していた

ことにより、配送業務及び衛生面などに支障が生じることから現有給食

配送車を入れ替えます。

なお、新規購入車両には仁木町、赤井川村のイメージキャラクターを

装飾（ラッピング）し、より親しみのある給食配送車とします。

担 当 係 学 校 給 食 係

事 業 費
【総事業費】 １２，１７２，７７８円

役務費（保険料）、委託料、備品購入費

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性
配送車を入れ替え、配送業務及び衛生面などの支障の改善を図ってい

きます。

事 業 の 効 果
配送車の入れ替えによって衛生面にも配慮され、また、装飾（ラッピ

ング）を施し、親しみのある配送車となりました。

事 業 の 改 善
今後は定期点検、日常点検の頻度を上げ、適切に維持管理を実施しま

す。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法
次期配送車入れ替え時に予算措置を講じることとします。

そ の 他



67

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
文化財保護審議会の開催状況

事業

番号
生涯－１

事業の概要

歴史と文化をより豊かに育み、次代に確実に伝え、町民が郷土に誇り

と愛着の持てる創造性豊かな文化活動の充実を図るとともに、現在受け

継がれている文化財を大切に保護し、町民生活の文化的向上に努めてい

ます。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 ４９，８１７円 報酬、旅費

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

仁木町文化財保護条例及び同条例施行規則に基づき、審議をしていま

す。

事業の効果

郷土の歴史への理解を深め、後世への遺産として適切な管理ができま

した。

事業の改善

文化財保護などについて、町民への普及・啓発を図る必要があります。

また、新たな文化財を発掘し指定していく必要があります。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

引き続き、「北海道文化財保護強調月間」の周知を行うとともに、「ふ

るさと百選」の選定を行います。

また、文化財を学習教材として学校授業での活用を図る「ふるさと学

習」を推進します。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他
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点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
文化財保護運営事業

事業

番号
生涯－２

事業の概要

国有林野（稲穂峠国道地先）を借り上げ設置している松浦武四郎歌碑、

島義勇詩碑の維持管理を行っています。

また、公共事業などに係る埋蔵文化財包蔵地所在確認調査も行ってい

ます。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 １２，５００円
使用料及び賃借料、

負担金補助及び交付金

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

松浦武四郎歌碑、島義勇詩碑の維持管理に努めています。

事業の効果

北海道の名付け親でもある松浦武四郎の岩内から余市に至る新開の余

市越え山道を検分しながら稲穂峠を越えた際に詠んだ和歌と島義勇の稲

穂峠越えの苦難と里人たちの温情を歌った漢詩にふれあうことができる

名所として、町内外の人が立ち寄っています。

事業の改善

歌碑や詩碑について、教育委員会ニュースを活用するなど、より広く

周知する必要があります。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

引き続き、定期的な草刈りや冬期間の松浦武四郎歌碑説明書き看板取

外しなど、適切な維持管理を行います。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



69

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
社会教育委員運営事業

事業

番号
生涯－３

事業の概要

仁木町社会教育委員に関する条例に基づく１０名の委員により、社会

教育行政に広く各方面の良識と経験を反映させ、さらには地域の社会教

育活動に対して、民間と行政が緊密な連携を図るため、社会教育委員の

会議を開催しています。

また、教育委員会で行う社会教育事業などについての審議や青少年教

育に関する指導、助言をいただいています。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 １６５，０９３円
報酬、旅費、

負担金補助及び交付金

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

社会教育法に基づき、会議及び活動などを行っています。

事業の効果

第８期仁木町社会教育中期計画（平成３０年度～令和４年度）に基づ

き、平成３０年度仁木町社会教育推進計画を策定し、社会教育の推進を

図ることができました。

事業の改善

各種団体の自主性、主体性を助長する支援に取り組む必要があります。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

引き続き、仁木町社会教育推進目標「地域に根ざし、自ら活動する力

を培う社会教育の推進」の実現に向け、各種活動の推進を図ります。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他
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点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
町民センター管理運営事業

事業

番号
生涯－４

事業の概要

仁木町民センターは、生涯学習推進の拠点施設として、各種社会教育

関係団体の練習、発表の場として、広く町民に利用されています。

利用者に一層のサービスを提供するため、施設機材の整備点検を行い、

管理運営体制の充実に努めています。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 ４，４７５，０７６円 需用費、役務費、委託料

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

仁木町民センター設置条例及び同条例施行規則に基づき、生涯学習推

進の拠点施設として、町民への情報提供、さらには多様なニーズに応え

るため、効果的な運営を行っています。

事業の効果

年間を通して、各種社会教育関係団体が生涯学習活動を活発に行って

います。

事業の改善

各種社会教育関係団体がより活発に活動を展開できるよう、生涯学習

を推進するための環境整備の充実を図る必要があります。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

生涯学習を推進するための環境整備を図るほか、大規模改修などを見

込んだ個別施設計画の策定を、庁舎部分と調整を図りながら検討します。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他
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点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
少 年 教 育 事 業

事業

番号
生涯－５

事業の概要

自主性、社会性を育て、ふれあいを深めた少年活動の活性化とリーダ

ー養成の促進を図っています。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 ２６８，６５２円
報償費、使用料及び賃借料、

負担金補助及び交付金

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

家庭・学校・地域社会との連携強化に努めながら、少年の健全育成を

図っています。

事業の効果

各種事業を「仁木町子ども体験塾」として一体化を図り、子どもたち

に様々な体験の場を提供することができました。

また、外国語指導助手（ＡＬＴ）を講師に放課後の時間を通して、英

会話に対し親しみや興味を深めるため、異文化交流教室を開催しました。

事業の改善

より多くの参加を得るための方策の検討が必要です。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

引き続き、人や物などの「地域の教育力」を取り入れながら、子ども

たちが関心を持ち、楽しみながら体験できる事業を展開するほか、事業

がマンネリ化しないため新たな事業を考案します。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他
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点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
成 人 式 事 業

事業

番号
生涯－６

事業の概要

平和な文化国家と活力ある郷土社会づくりへの新しい担い手として、成

人となったことを自覚し、自立しようとする青年を激励することを目的に

成人式を開催しています。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 ２３０，２０６円 報償費、需用費、役務費

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

一生に一度の節目であり、成人になったことを自覚する機会として開催

しています。

事業の効果

成人となったことを自覚し、自立しようとする青年を激励することがで

きました。

また、保護者や地域の人が成長した成人者の姿を見る良い機会となり、

さらには、町内各種団体の協力を得て、地域手づくりの思い出に残る成人

式とすることができました。

事業の改善

より思い出に残る成人式とするため、内容を工夫するなどの検討が必要

です。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

町内各種団体の協力を得ながら、引き続き開催します。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他
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点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
成人一般教育事業

事業

番号
生涯－７

事業の概要

仁木町ＰＴＡ連合会及び仁木みらい塾を中心とした自らを高める学習

への支援と地域活動への積極的な参加促進を図っています。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 ２８０，０００円 負担金補助及び交付金

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

自らを高める学習への支援と地域活動への積極的な参加促進を図って

います。

事業の効果

仁木町ＰＴＡ連合会活動では、保護者と学校が協力し、学校教育及び

家庭教育の理解と振興を深めることができました。

仁木みらい塾活動では、町内で観たり聴いたりする機会がない様々な

分野の講座を開催することで、町民の文化教養の向上を図ることができ

ました。

事業の改善

より多くの人に参加してもらうための周知方法と講座などの企画運営

に携わる人材の確保や各種団体の共催、協力なども必要です。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

現状を維持しながら、より多くの人に参加してもらうための方策を検

討します。

また、節目の回数には、記念事業の実施などを検討します。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



74

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
女 性 教 育 事 業

事業

番号
生涯－８

事業の概要

女性が自らの特性を伸ばし、自己充実に努める意欲を高め、地域づく

りへの参加を進める学習活動の促進を図っています。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 １４６，８８０円
報償費、使用料及び賃借料、

負担金補助及び交付金

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

女性が自らの特性を伸ばし、自己充実に努める意欲を高め、地域づく

りへの参加を進める学習活動の促進を図っています。

事業の効果

「仁木町女性のつどい」を開催し、自己充実、地域活動への参加に役

立つコミュニケーションスキルなどを学習しながら、他団体会員との交

流を図ることができました。

事業の改善

仁木町女性団体連絡協議会及びにき女性の会の解散や然別婦人会の休

会を受け、今後においては、銀山女性の会活動への支援が必要です。

また、高齢化が進んでいることから、若い世代の地域活動への参加奨

励及び加入促進を図るための工夫が必要です。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

教育委員会ニュースを活用するなど、若い世代の地域活動への参加奨

励及び加入促進に協力するとともに、各団体での活動を通じ、町や地域

の様々な場面で協力を得られるよう支援します。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



75

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
高 齢 者 教 育 事 業

事業

番号
生涯－９

事業の概要

健康の保持と生きがいを高める学習活動の活性化と地域活動への参加

促進を行っています。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 １５２，８９１円 報償費、需用費、使用料及び賃借料

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

健康の保持と生きがいを高める学習活動の活性化と地域活動への参加

促進を図ることは、高齢者がいつまでも元気で生活を送る上で重要です。

事業の効果

「仁木町やすらぎ大学」を開校し、年間１１回にわたり各種活動を実

施することにより、高齢者が外に出る機会や友人と会話する時間が増え、

生き生きとした生活が送れました。

事業の改善

高齢者の知識と経験を活かした世代間交流事業などの検討が必要で

す。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

引き続き、ほけん課などと連携を図りながら、参加者自らが主体的に

活動できるよう運営するほか、参加者の状況に合わせた学習内容を実施

します。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



76

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
家 庭 教 育 事 業

事業

番号
生涯－１０

事業の概要

家族の絆や他者を敬う心を大切にすることを目的として、豊かな地

域・家庭づくりを目指した「地区学級」事業を行っています。

また、乳幼児の６か月健診と１歳６か月健診の機会を活用し、保護者

に絵本の素晴らしさを伝え、絵本を手渡す「ブックスタート事業」を実

施しています。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 ５３９，９７９円 報償費、需用費

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

家族の絆や他者を敬う心を大切にすること、親子が温かく楽しいひと

ときを持つことは重要です。

事業の効果

家庭教育に対する保護者への学習機会や情報の提供ができました。

また、親子で参加する事業や絵本の読み聞かせを通して、親子でふれ

あう時間や仲間づくりを推進することができました。

事業の改善

「地区学級」活動を推進するための人材の発掘と養成を図る必要があ

ります。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

現状を維持することのほか、各種活動を推進するための人材の発掘と

養成を図るため、活動内容を周知します。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



77

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
文 化 振 興 事 業

事業

番号
生涯－１１

事業の概要

町民の文化意識の向上を図るため、文化にふれる機会を提供し、文化

の香り高いまちづくりの推進を図っています。

また、仁木町文化連盟及び加盟団体の活動推進を図っています。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 ５２２，０００円 報償費、負担金補助及び交付金

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

町民の文化意識の向上を図るため、文化にふれる機会と情報を提供し

ています。

事業の効果

毎年恒例となった「どろんこ教室」では、子どもたちに作陶から窯出

しまでの全工程を体験させることができました。

また、文化祭の開催をはじめ、陶芸展や混声合唱団定期演奏会の開催

など、町民が芸能発表や鑑賞、作品展示を行う機会を作ることができま

した。

事業の改善

各加盟団体の高齢化に伴う会員数の減少に対し、新規会員の加入促進

及び指導者となる人材の育成が必要です。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

教育委員会ニュースを活用するなど、新規会員の加入促進及び指導者

となる人材の育成に協力します。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



78

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
郷土芸能育成事業

事業

番号
生涯－１２

事業の概要

本町の特色を生かした地域の芸能で、後世に伝承することを基本とし、

住民の融和、地域の活性化や町の文化振興に貢献する団体として、阿波

踊り仁木連と若鮎太鼓郷土芸能保存会の活動支援を行っています。

また、全道阿波踊り大会実行委員会の活動支援も行っています。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 ５７２，０００円 負担金補助及び交付金

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

仁木町郷土芸能認定要綱に基づき、郷土芸能団体の活動支援を行って

います。

事業の効果

町の２大イベントである「さくらんぼフェスティバル」や「うまいも

んじゃ祭り」などに出演し、観る人々に感動を与えました。

また、町外イベントへの出演や施設慰問の実施により、仁木町のＰＲ

に貢献しました。

事業の改善

両団体とも新規会員の確保が重要となっています。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

教育委員会ニュースにおいて活動内容を周知するなど、新規会員の加

入促進に協力します。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



79

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
図 書 室 運 営 事 業

事業

番号
生涯－１３

事業の概要

活字離れ、読書離れと言われる現代社会において、読書活動を通して

本の魅力を伝え、豊かな発想や創造力、協調性などの向上を図っていま

す。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 １，２５８，００３円

報償費、需用費、役務費、委託料、

使用料及び賃借料、備品購入費、

負担金補助及び交付金

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

活字離れ、読書離れと言われる現代社会において、読書活動を通して

本の魅力を伝えることに努めています。

事業の効果

町内読書サークルなどと連携を図り、読書活動を通して本の魅力を伝

えることができました。

また、仁木町子どもの読書活動推進計画を策定し、読書活動推進を図

ることができました。

事業の改善

常に話題の本などを揃え、蔵書の充実を図ることが必要です。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

引き続き、仁木町子どもの読書活動推進計画に基づき、町内読書サー

クルなどと連携を図り、事業を推進します。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



80

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
陶芸施設管理運営事業

事業

番号
生涯－１４

事業の概要

町民の文化振興に資し、兼ねて町内に居住する高齢者の学習機会の拡

充及び福祉の増進を図っています。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 １３４，５９７円 需用費、役務費

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

仁木町陶芸施設等設置管理条例及び同条例施行規則に基づき、陶芸愛

好者の活発な活動を支援しています。

事業の効果

陶芸施設に足を運び、作品を制作することで、高齢者の健康維持や生

きがいづくりに役立ちました。

事業の改善

陶芸施設の老朽化が進み、改修の検討が必要です。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

毎年恒例となっている、仁木町陶芸愛好会の協力による「どろんこ教

室」を継続します。

また、陶芸センターの個別施設計画の策定も検討します。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



81

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
教育委員会ニュース等の発行

事業

番号
生涯－１５

事業の概要

生涯学習活動やスポーツ活動などを内容とした「教育委員会ニュース」

を月１回、「スポーツカレンダー」を年１回発行し、町民への情報提供の

充実に努めています。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 ―――――

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

町民への生涯学習活動やスポーツ活動などに関する情報提供により、

その関心を高めています。

事業の効果

各種活動に関心を持つことで、自身が参加することや仲間づくりのき

っかけにすることができました。

事業の改善

より親しみやすく、わかりやすい内容表現に努めることが必要です。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

各種団体の活動内容を周知し、新規会員の加入促進を図るなど、団体

活動をサポートします。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



82

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
山村開発センター管理運営事業

事業

番号
生涯－１６

事業の概要

町民の生活意識の高揚を図り、地域の発展を期するため、生活改善の

推進、福祉の向上並びに健全な心身の増進と、併せてスポーツ活動の普

及振興に寄与する総合的施設として適切な管理運営を行っています。

また、定期的な施設改修も実施しています。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 ７，０３７，６８７円 役務費、委託料

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

仁木町山村開発センター設置条例及び同条例施行規則に基づき、指定

管理者と連携を図り、適切な管理運営を行っています。

事業の効果

仁木町体育協会加盟団体、仁木町スポーツ少年団本部加盟団体の練習

や各種大会に多数の町民が参加し、スポーツ活動の普及振興と健康増進

を図ることができました。

事業の改善

施設の老朽化に応じた改修を行う必要があります。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

引き続き、指定管理者と連携を図り、適切に管理運営を行います。

また、大規模改修などを見込んだ個別施設計画の策定を検討します。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



83

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
スポーツ推進委員事業

事業

番号
生涯－１７

事業の概要

スポーツ基本法及び仁木町スポーツ推進委員に関する規則に基づく９

名の委員により、町民へのスポーツ実技指導、スポーツ活動促進組織の

育成、各種スポーツ行事への協力を行い、町民の生涯スポーツ活動の振

興を図っています。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 １６５，３７０円 報酬、旅費、負担金補助及び交付金

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

町民へのスポーツ実技指導、スポーツ活動促進組織の育成、各種スポ

ーツ行事への協力を行い、町民の生涯スポーツの振興に貢献をしていま

す。

事業の効果

町民の生涯スポーツ活動の振興を図ることができました。

事業の改善

各種団体の自主性、主体性を助長する支援に取り組む必要があります。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

引き続き、スポーツ教室などの指導者の養成及び底辺の拡大に努めま

す。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他
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点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
スポーツ指導事業

事業

番号
生涯－１８

事業の概要

スポーツ推進委員の実践活動を助長し補助するため、仁木町体育協会

加盟団体、仁木町スポーツ少年団本部加盟団体及び小中学校職員で構成

するスポーツ指導員を設置し、町民の生涯スポーツ活動の振興を図って

います。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 ３１５，０００円 報償費

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

仁木町スポーツ指導員設置規則に基づき、スポーツ指導員を設置して

います。

事業の効果

町民の生涯スポーツ活動の振興を図ることができました。

また、後志大会で好成績を収め、全道大会やそれ以上の規模の大会へ

出場する競技種目や選手が増えました。

事業の改善

スポーツ教室などの指導者を養成し、底辺の拡大を図る必要がありま

す。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

引き続き、スポーツ教室などの指導者の養成及び底辺の拡大に努めま

す。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他
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点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
体育大会等参加事業

事業

番号
生涯－１９

事業の概要

各種スポーツ大会への参加により、生涯にわたる積極的な健康体力づ

くりの推進を図っています。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 ２４１，５００円 報償費

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

各種スポーツ大会へ参加することで、スポーツ活動への関心と生涯に

わたる積極的な健康体力づくり、スポーツ交流の推進を図っています。

事業の効果

スポーツ少年団大会参加料及び各種競技の全道・全国大会などへの出

場に係る経費の助成を行うことで、スポーツ活動への意欲と積極的な大

会参加の促進を図ることができました。

事業の改善

教育委員会ニュースを活用するなど、大会出場に係る経費の助成制度

を周知する必要があります。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

引き続き、大会出場に係る経費の助成を行います。

また、参加状況に即した補助算定基準になるよう見直しを進めます。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他
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点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
体育団体活動支援事業

事業

番号
生涯－２０

事業の概要

体育の振興並びに愛好者相互の親睦と融和を深めるとともに、体育団

体の育成及び連絡協調を図り、スポーツを通じて文化的な町をつくるこ

とを目的とした仁木町体育協会と、スポーツを通じて少年の心身を鍛練

するため、各少年団を育成することを目的とした仁木町スポーツ少年団

本部の活動推進を図っています。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 １，８３４，６３４円 負担金補助及び交付金

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

仁木町体育協会補助金算定基準及び仁木町スポーツ少年団本部補助金

算定基準に基づき、各団体の活動支援を行っています。

事業の効果

各種大会を開催することで、町民の生涯スポーツ活動の振興を図るこ

とができました。

また、各種団体に対する補助要綱を策定し、適切な補助ができるよう

努めました。

事業の改善

各加盟団体における新規会員の加入促進及び指導者となる人材の育成

を図る必要があります。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

引き続き、各団体の活動支援を行います。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



87

点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
町営水泳プール管理運営事業

事業

番号
生涯－２１

事業の概要

青少年並びに広く地域住民に水泳の技術の普及向上と健康の増進、体

力づくりを奨励するため、各水泳プールの適切な管理運営を行っていま

す。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 ３，０５８，５３３円 賃金、需用費、役務費、委託料

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

仁木町水泳プール設置条例及び同条例管理運営規則に基づき、適切に

管理運営を行っています。

事業の効果

青少年並びに広く地域住民に水泳を奨励し、青少年を中心に水泳の楽

しさとその技術の普及向上を図ることができました。

事業の改善

銀山、然別水泳プール設備の経年劣化が著しいことから、今後の在り

方についての検討が必要です。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

銀山、然別水泳プールについては、学校や地元町内会などとの協議を

踏まえ、引き続き今後の在り方についての検討を行います。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他
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点 検・評 価 調 書

点検・評価項目

（事業名）
スキー場管理運営事業

事業

番号
生涯－２２

事業の概要

町民の冬期間のスポーツ振興、普及、体力向上を図るため、町民スキ

ー場の適切な管理運営を行っています。

担 当 係 生 涯 学 習 係

事 業 費 １０，２３４，１８８円
需用費、役務費、委託料、

使用料及び賃借料、工事請負費

点

検

・

評

価

結

果

事業の妥当性

仁木町民スキー場設置管理条例及び同条例施行規則等に基づき適切に

管理運営を行い、町民の冬期間のスポーツ振興、普及、体力向上を図っ

ています。

事業の効果

町民の冬期間のスポーツ振興、普及、体力向上を図ることができまし

た。

また、より効率的な運営を図るため、開設期間及び時間の縮減、それ

に伴う各リフトシーズン券金額の改定を平成２９年４月１日から施行し

ました。

事業の改善

施設の老朽化に応じた改修を検討する必要があります。

必 要 性 ａ・ｂ・ｃ 緊 急 性 ａ・ｂ・ｃ 優 先 性 ａ・ｂ・ｃ

事

業

の

方

向

性

今後の取組

方法

引き続き、指定管理者及び関係団体と連携を図り、適切に管理運営を

行います。

予算措置 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

業務内容 積極的継続 ・ 前年同様継続 ・ 見直し改善

そ の 他



第３章 学識経験者の意見





89

○ 学識経験者の意見

教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検評価を行うにあたっ

ては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第２項の規定により、教

育に関し学識経験を有する方の知見の活用を図ることとされております。

このことにより仁木町教育委員会では、点検評価の結果に関し客観性を確保する

ため、教育全般、学校教育、生涯学習及び学校給食に関し、学識を有する方々から

点検評価の内容等に対するご意見やご助言をいただきました。

いただいたご意見等につきましては、本報告書に掲載するとともに、今後の施策

等の展開に活用してまいります。

ご意見等をいただいた方々は、次のとおりです。

髙 木 憭 一 氏 前仁木町教育委員長 （教育全般・学校教育）

加 藤 美佐子 氏 仁木町社会教育委員長 （生涯学習社会教育）

鈴 木 保 氏 仁木町スポーツ推進委員長（生涯学習社会体育）

１ 総括的な意見

すべての町民が「仁木町に生まれて良かった。育って良かった」と思える町にす

るため、平成２８年２月に策定した仁木町教育大綱の目標である「未来につなぐ豊

かさを育む確かな教育の創造」や教育目標に掲げる「心豊かに学び育むまちづくり」

の具現化に向け、学校教育と生涯学習の連携のもと、教育行政に努めることとなっ

ています。

平成３０年度仁木町教育行政執行方針による学校教育については、子どもたちが

社会で自立していくために必要な基礎的な力「生きる力」を育てる教育を柱に、あ

いさつの励行や確かな学力の育成など６つの重点目標を掲げ、生涯学習については、

社会教育中期計画に基づく読書習慣の定着や子どもの体験活動の充実などに取り

組んでいるほか、文化及びスポーツ活動を推進する事業等の充実、社会教育施設の

有効活用など４つの重点目標が掲げられています。

点検評価に当たって、町民や次世代を担う子どもたちの目線に立ち、教育行政の

充実を目指し続ける前向きな姿勢がうかがえ、概ね妥当な内容であると考えます。

今後、この評価内容を踏まえながら、上記の目標・施策に即し、さらに充実した

事務事業を展開することを期待します。

２ 分野別の意見

⑴ 教育委員会の活動について

教育委員会の会議は、定例会が１２回、臨時会が２回開かれ、会議では規則改

正や委員委嘱等の議案、各種報告事項が審議されており、今後も様々な教育に関

する諸問題に対応した施策の推進に向けて、より一層の審議が行われるよう期待

します。
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また、教育委員においては、平成３０年度市町村教育委員研究協議会に出席し、

コミュニティスクール等のテーマで議論されております。引き続き教育関係者、

町民及び保護者の声に耳を傾けていただくとともに、今後一層の研鑽を積まれる

ことを望みます。

⑵ 学校教育について

「あいさつの励行」は、公共心や社会性を醸成していくことや相手を理解する

ために極めて重要なものと考えられるため、子どもの頃からの習慣付けとして引

き続き取り組まれていくことを期待します。

｢確かな学力の育成｣の取組については、全国学力・学習状況調査等の分析結果

を活用した基礎的・基本的な知識・技能の習得や自ら課題を見つけ学び主体的に

判断・行動する力が養われていく取組を期待するほか、後志教育研修センターで

行われている教職員研修や町外研修等を活用し、教職員の資質や学校力を向上さ

せる取り組みについて引き続き継続されることを望みます。

さらに、小規模校の利点を生かしたきめ細やかな指導、複数の教職員によるＴ

Ｔ指導、放課後学習や家庭学習などの補完的な学習を充実させる取組、不登校な

どのほか、小中連携教育の充実に向けた取組やコミュニティスクールの調査・研

究についても、引き続き継続されていくことを望みます。

特別な支援を必要とする児童生徒に対しては、特別支援教育支援員が全校に配

置されており、今後においても、支援を必要とする児童生徒が増加していくこと

が予想されますので、より一層の指導充実を図っていただき、仁木町特別支援教

育連携協議会を活用し、関係団体と連携しながら困り感のある児童生徒一人ひと

りに細やかな支援が行われることを期待します。

また、高校通学費補助事業については、高等学校に通学する生徒に通学費又は

下宿費に係る補助金が交付され、保護者への負担が軽減されていることから、引

き続き継続されていくことを望みます。

学校や町民センター・図書室の新たな図書の整備やいじめ根絶に向けた取組の

推進、地域資源を活用した郷土を愛し、発展を願う子どもの育成などの「郷土を

愛する心の育成」の取組や、歯の健康を守るフッ化物洗口などの「豊かな心と健

やかな身体の育成」の取組についても、引き続き取り組まれることを期待します。

外国語指導助手（ＡＬＴ）については、子どもの成長過程において、早い時期

に英語に触れる機会が作られており、平成３０年度から２名体制とするなど、小

学校児童の英語への関心を高められているとともに、中学校英語教育では本格的

な英語の発音を学習できる環境が整えられております。

⑶ 学校給食について

「学校給食の充実」については、栄養教諭を中心に各学校、家庭と協力して、

「早寝・早起き・朝ごはん」運動を推進していくこと、食べる楽しさを伝え地元

産の野菜、果物を積極的に献立に取り入れ、安心・安全な給食が提供されること
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を引き続き期待します。

また、学校給食費の保護者負担分を一部補助する事業についても、引き続き取

り組まれることを望みます。

⑷ 生涯学習について

生涯学習の分野では、町の総合計画や第８期仁木町社会教育中期計画に基づき、

町民を主体とした様々な学習活動等が展開され、社会教育関係団体への助成・支

援も充実してきており、一定の成果はあると評価しますが、各種事業内容がマン

ネリ化しているため新たな内容を取り入れるなど、継続的な工夫が必要であると

考えます。

子どもたちに１年を通して継続的に様々な体験をさせる「子ども体験塾」につ

いては、文化・スポーツ的な内容のみならず、料理教室や実験など、事業内容に

一定の進歩が見られたことは高く評価します。今後においても、各種団体、関係

機関と連携を図りながら、「生きる力」を育む事業の継続を望みます。

教育文化面では、ゆとりと潤いを実感できる心豊かな生活の実現を目指し、今

後も町民の学習要求等を把握した事業の展開や、様々な体験活動の実施、地域活

動・団体活動を担う指導者の育成と心の豊かさを育む文化・芸術活動の推進を望

みます。また、先人が築き上げてきた郷土の歴史を後世に伝えていく必要がある

と考えますので、学校授業における学習教材として文化財を積極的に活用するな

ど、「ふるさと仁木を愛する心」を育む取組のより一層の推進を望みます。

女性教育分野では、若い世代に地域活動への参加を働きかけるなど、年齢に関

係なく事業に参加できる取組の周知が重要と考えます。

体育スポーツ面では、近年、子どもから大人まで多くの町民が各種スポーツ大

会で優秀な成績を収め、全道大会、全国大会に出場しており、スポーツ推進の観

点から、今後も大会参加経費の助成を継続するなど、「町民皆スポーツ」の推進

に向け、スポーツ活動への積極的な関与や参加機会の拡充に努めることを望みま

す。また、大会への参加機会が増えていることから、会場までの移動に際しての

安全確保などについて、周知・徹底を図る必要があると考えます。

町内においては、人口の減少や少子高齢化の影響から、多くの文化・スポーツ

団体やサークルで会員の確保、組織の存続が喫緊の課題となっていることから、

各種団体と連携し、子どもを中心とする底辺拡大や後継者育成を図るなど、その

対応と方向性の継続的な検討を望みます。





付 録

○ 平成３０年度文化・スポーツにおける全国・全道大会出場結果一覧

○ 教育委員会所管施設及び図書蔵書数一覧





○全国大会（スポーツ）

個人・団体名 種 目 大会名 日 程 場 所 成 績 備 考

下田　涼音 水　泳
第42回イトマン招待水泳
競技大会

11月23日
 ～25日

大阪府

女子400ｍフリーリレー
6位入賞

女子400ｍメドレーリ
レー
12位

高校生

○全道大会（文化）

個人・団体名 種 目 大会名 日 程 場 所 成 績 備 考

仁木フルーツ
合唱団

合 唱
第69回北海道合唱コン
クール

9月30日 小樽市 銀　賞

●全道大会（スポーツ）

個人・団体名 種 目 大会名 日 程 場 所 成 績 備 考

斉藤　季生 バドミントン

第19回ダイハツ北海道小
学生ＡＢＣバドミントン
大会兼第19回ダイハツ全
国小学生ＡＢＣバドミン
トン大会南北海道予選会

6月23日
 ～24日

函館市 1回戦敗退 銀山小学校2年

小野　文慈 バドミントン

第19回ダイハツ北海道小
学生ＡＢＣバドミントン
大会兼第19回ダイハツ全
国小学生ＡＢＣバドミン
トン大会南北海道予選会

6月23日
 ～24日

函館市 ベスト8 銀山小学校2年

山下　楓夏 バドミントン

第19回ダイハツ北海道小
学生ＡＢＣバドミントン
大会兼第19回ダイハツ全
国小学生ＡＢＣバドミン
トン大会南北海道予選会

6月23日
 ～24日

函館市 予選敗退 銀山小学校3年

髙嶋　　希 陸 上

第36回北海道小学生陸上
競技大会兼日清食品カッ
プ第34回小学生陸上競技
交流大会北海道予選会

7月15日
 ～16日

函館市
5年男子ジャベリック

ボール投げ9位
仁木小学校5年

阿部　　晴 陸 上

第36回北海道小学生陸上
競技大会兼日清食品カッ
プ第34回小学生陸上競技
交流大会北海道予選会

7月15日
 ～16日

函館市 6年男子走幅跳12位 仁木小学校6年

岩本　琉羽 陸 上

第36回北海道小学生陸上
競技大会兼日清食品カッ
プ第34回小学生陸上競技
交流大会北海道予選会

7月15日
 ～16日

函館市 6年男子砲丸投げ13位 仁木小学校6年

佐藤　　杏 陸 上

第36回北海道小学生陸上
競技大会兼日清食品カッ
プ第34回小学生陸上競技
交流大会北海道予選会

7月15日
 ～16日

函館市 6年女子砲丸投げ9位 仁木小学校6年

石井朔太郎
西條　悠河
髙嶋　　希
前田　祥徳

陸 上

第36回北海道小学生陸上
競技大会兼日清食品カッ
プ第34回小学生陸上競技
交流大会北海道予選会

7月15日
 ～16日

函館市
5年男子4×100ｍリレー

8位入賞
仁木小学校5年

佐藤　康生 陸 上

第20回北海道ジュニア陸
上競技選手権大会兼第49
回ジュニアオリンピック
陸上競技大会北海道選手
選考会

9月2日 小樽市

男子110ｍハードル
予選敗退

男子走幅跳（Ｂ）
決勝敗退

仁木中学校2年

鈴木　哉真斗 陸 上

第20回北海道ジュニア陸
上競技選手権大会兼第49
回ジュニアオリンピック
陸上競技大会北海道選手
選考会

9月2日 小樽市
男子砲丸投げ（4ｋｇ）

5位入賞
仁木中学校2年

日野　咲夢 陸 上

第20回北海道ジュニア陸
上競技選手権大会兼第49
回ジュニアオリンピック
陸上競技大会北海道選手
選考会

9月2日 小樽市
女子走幅跳（Ｂ）

6位入賞
仁木中学校2年

佐藤　菖瑛 陸 上

第20回北海道ジュニア陸
上競技選手権大会兼第49
回ジュニアオリンピック
陸上競技大会北海道選手
選考会

9月2日 小樽市
男子砲丸投（5ｋｇ）

5位入賞
仁木中学校3年

佐藤　　楓 陸 上

第20回北海道ジュニア陸
上競技選手権大会兼第49
回ジュニアオリンピック
陸上競技大会北海道選手
選考会

9月2日 小樽市
男子走幅跳（Ｂ）

決勝敗退
仁木中学校3年

下田　羽竜 水　泳

第41回全国ＪＯＣジュニ
アオリンピックカップ春
季水泳競技大会北海道予
選会

2月23日 札幌市
男子100ｍ自由形33位
男子200ｍ自由形23位
男子400ｍ自由形17位

仁木中学校2年

平成30年度文化・スポーツにおける全国・全道大会出場結果一覧
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施設名 建設年
床面積

(単位：㎡)

総工費
(単位：千円)

所在地 電話番号 備　考

仁木小学校 昭和63年 3,836 894,000 西町1丁目52番地4 32-2013
体育館・付帯施設
を含む

銀山小学校 昭和52年 2,701 201,000 銀山2丁目446番地 33-5314
体育館・付帯施設
を含む

仁木中学校 平成3年 3,534 1,045,000 北町4丁目52番地 32-2079
体育館・付帯施設
を含む

銀山中学校 平成1年 3,109 930,000 銀山2丁目113番地 33-5223
体育館・付帯施設
を含む

仁木小学校校長住宅 昭和63年 96 12,665 西町1丁目52番地5 －

仁木小学校教頭住宅 昭和63年 96 12,665 西町1丁目52番地5 －

仁木小学校教員住宅 昭和60年 149 24,000 東町4丁目41番地 － 1棟2戸

仁木小学校教員住宅 平成6年 95 15,106 東町4丁目41番地 －

銀山小学校校長住宅 平成10年 126 6,456 銀山2丁目64番地4 － 平成29年10月購入

銀山小学校教頭住宅 平成5年 95 14,395 銀山2丁目1番地1 － 教員住宅所管替え

仁木中学校校長住宅 平成14年 95 15,519 北町4丁目52番地 －

仁木中学校教頭住宅 平成16年 95 16,139 北町4丁目52番地 －

仁木中学校教員住宅 平成4年 95 13,151 東町4丁目41番地 －

仁木中学校教員住宅 平成12年 87 15,393 東町4丁目41番地 －

銀山中学校校長住宅 平成2年 96 14,257 銀山2丁目113番地 －

銀山中学校教頭住宅 平成2年 96 14,257 銀山2丁目113番地 －

銀山中学校教員住宅 平成4年 95 13,151 銀山2丁目1番地1 －

銀山中学校教員住宅 平成5年 95 14,506 銀山2丁目1番地1 －

銀山中学校教員住宅 平成8年 95 15,522 銀山2丁目1番地1 －

仁木町民センター 平成11年 1,859 985,364 西町1丁目36番地１ 32-3958

仁木町陶芸施設 昭和49年 120 1,800 西町1丁目52番地 －

仁木町山村開発センター 昭和57年 2,255 378,244 西町1丁目52番地 32-3622

仁木水泳プール 昭和46年 459 12,095 西町1丁目52番地 －

銀山水泳プール 昭和44年 375 7,057 銀山2丁目211番地 －

然別水泳プール 昭和47年 250 8,556 然別91番地 －

仁木町民スキー場 昭和58年 76,107 128,594 大江1丁目731番地 32-3661

仁木町学校給食共同調理場 平成16年 464 317,604 西町1丁目66番地2 32-3955

平成29年度末
図書蔵書数Ｂ

Ａ－Ｂ
学校図書館図書標準に
対する平成29年度末図
書蔵書数の達成率

　6,518冊 131冊増 102.0%

　　5,002冊 260冊増 103.6%

　　　7,028冊 111冊増 131.2%

　6,293冊 135冊増 95.7%

　15,147冊 31冊減

教育委員会所管施設一覧

教育委員会所管施設図書蔵書数一覧

施設名
平成30年度末
図書蔵書数Ａ

仁木小学校 6,649冊

銀山小学校 5,262冊

仁木中学校 7,139冊

銀山中学校 6,428冊

仁木町民センター・図書室 15,116冊
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